
各
流

域
の

減
災

に
係

る
取

組
方

針
の

追
加

に
つ

い
て

令
和

２
年

６
月

第
６

回
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

等
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会

資料-３
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会

 
再
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築

ビ
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通

川
流

域
の

減
災

に
係
る

取
組

方
針

 

    

（
事
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）
 

         

令
和

２
年

６
月

 

     常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
等

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協
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会
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1 
 １

．
は
じ

め
に
 

  
平
成

2
7
年
９

月
関
東

・
東
北

豪
雨
災
害

に
よ
り
、

鬼
怒
川
の

下
流
部

は
堤
防

が
決
壊

す
る

な
ど
、
氾

濫
流
に

よ
る
家

屋
の
倒

壊
・
流
失

や
広
範
囲

か
つ
長
期

間
の
浸

水
が
発

生
し
た

。
ま

た
、
こ
れ

ら
に
避

難
の
遅

れ
も
加

わ
り
、
近

年
の
水
害

で
は
類
を

見
な
い

ほ
ど
の

多
数
の

孤
立

者
が
発
生

し
た
。

こ
の
よ

う
な
こ

と
か
ら
、

国
土
交
通

大
臣
か
ら

社
会
資

本
整
備

審
議
会

会
長

に
対
し
て

「
大
規

模
氾
濫

に
対
す

る
減
災
の

た
め
の
治

水
対
策
の

あ
り
方

に
つ
い

て
」
が

諮
問

さ
れ
、
平

成
2
7
年

12
月

1
0
日

に
「
大
規

模
氾
濫
に

対
す
る
減

災
の
た

め
の
治

水
対
策

の
あ

り
方
に
つ

い
て
～

社
会
意

識
の
変

革
に
よ
る

「
水
防
災

意
識
社
会

」
の
再

構
築
に

向
け
て

～
」

が
答
申
さ

れ
た
。
 

  
国

土
交

通
省

で
は

、
こ

の
答

申
を

踏
ま

え
、

新
た

に
「

水
防

災
意

識
社

会
 
再

構
築

ビ
ジ

ョ

ン
」

と
し

て
、

全
て

の
直

轄
河

川
と

そ
の

氾
濫

に
よ

り
浸

水
の

お
そ

れ
の

あ
る

市
町

村
（

10
9

水
系
、
7
3
0
市
町

村
）
に

お
い
て

、
平
成

3
2
年
度
を

目
途
に
水

防
災
意

識
社
会

を
再
構

築
す

る
取
組
を

行
う
こ

と
と
し

、
各
地

域
に
お
い

て
、
河
川

管
理
者
・

都
道
府

県
・
市

町
村
等

か
ら

な
る
協
議

会
等
を

新
た
に

設
置
し

て
減
災
の

た
め
の
目

標
を
共
有

し
、
ハ

ー
ド
・

ソ
フ
ト

対
策

を
一
体
的

・
計
画

的
に
推

進
す
る

こ
と
と
し

た
。
 

  
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

で
は

、
こ

の
「

水
防

災
意

識
社

会
 
再

構
築

ビ

ジ
ョ
ン
」

に
基
づ

き
、
地

域
住
民

の
安
全
安

心
を
担
う

富
山
河
川

国
道
事

務
所
管

内
の
沿

川
５

市
１
町
１

村
（
富

山
市
、

高
岡
市

、
射
水
市

、
砺
波
市

、
小
矢
部

市
、
立

山
町
、

舟
橋
村

）
、

富
山
県
、

富
山
地

方
気
象

台
、
北

陸
地
方
整

備
局
富
山

河
川
国
道

事
務
所

で
構
成

さ
れ
る

「
常

願
寺
川
、

神
通
川

、
庄
川

及
び
小

矢
部
川
大

規
模
氾
濫

に
関
す
る

減
災
対

策
協
議

会
」
（

以
下

「
本
協
議

会
」
と

い
う
。

）
を
平

成
28

年
4
月

2
1
日

に
設
立

し
た
。
 

 

そ
の
後
、

平
成

2
8
年
８

月
に
発

生
し
た

台
風
に
よ

る
豪
雨
災

害
に
お
い

て
中
小

河
川
に

お

い
て
も
甚

大
な
被

害
が
発

生
し
た

こ
と
を
踏

ま
え
、
県

管
理
河
川

に
お
い

て
も
減

災
対
策

に
取

り
組
む
こ

と
と
な

り
、
上

市
川
、

白
岩
川
、

下
条
川
を

追
加
し
た

こ
と
か

ら
、
平

成
２
９

年
５

月
２
日
に

協
議
会

名
を
「

常
願
寺

川
、
神
通

川
、
庄
川

及
び
小
矢

部
川
等

大
規
模

氾
濫
に

関
す

る
減
災
対

策
協
議

会
」
に

改
め
、

協
議
会
の

構
成
は
沿

川
６
市
２

町
１
村

（
富
山

市
、
高

岡
市
、

射
水
市
、

砺
波
市

、
小
矢

部
市
、

立
山
町
、

舟
橋
村
、

滑
川
市
、

上
市
町

）
と
な

っ
た
。
 

さ
ら
に
は

、
平

成
2
9
年

6
月

に
水
防

法
等
の
一

部
を
改

正
す
る

法
律
（

平
成

2
9
年
法

律
第

3
1

号
）

施
行

に
よ

り
新

た
に

大
規

模
氾

濫
減

災
協

議
会

制
度

が
創

設
さ

れ
た

こ
と

に
伴

い
、

本
協
議
会

の
規
約

を
改
正

し
、
水

防
法
に
基

づ
く
組
織

と
位
置
づ

け
ら
れ

た
。
 

 

 

2 
 

本
協
議
会

で
は
、

神
通
川

の
地
形

的
特
徴

や
被
害
状

況
、
現
状

の
取
組
状

況
の
共

有
を
図

る

と
と
も
に

、
主
な

水
防
災

上
の
課

題
と
し
て

以
下
を
抽

出
し
た
。

 

 １
）

神
通

川
は

、
我

が
国

有
数

の
急

流
河

川
で

あ
り

、
洪

水
時

の
流

水
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
大

き

く
、
越
流

以
外
に

侵
食
や

洗
掘
に

よ
り
堤

防
が
決

壊
す
る

危
険
が

あ
る
。
 

２
）

神
通

川
下

流
域

の
低

平
地

は
扇

状
地

形
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

堤
防

の
決

壊
等

に
よ

る

浸
水
域
が

広
範
囲

と
な
り

、
短
時

間
で
氾

濫
域
が

拡
大
す

る
。
 

３
）

新
た

に
公

表
し

た
洪

水
浸

水
想

定
区

域
内

に
は

、
富

山
駅

周
辺

を
は

じ
め

人
口

が
集

中

（
約

1
8
万

人
に

影
響

）
す

る
市

街
地

が
形

成
さ

れ
、

住
居

、
商

業
、

産
業

が
集

積
し

て
い

る
。
 

４
）

ま
た

、
県

庁
、

市
役

所
を

は
じ

め
主

要
な

公
共

施
設

及
び

国
道

８
号

、
4
1
号

な
ど

の
主

要
幹

線
道

路
、

緊
急

輸
送

道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時

間
で

浸
水

し
、

社
会

経
済

が
大

き
な

打
撃
を
受

け
る
お

そ
れ
が

あ
る
。
 

 こ
の

よ
う

な
課

題
に

対
し

、
本

協
議

会
に

お
い

て
は

、
『

低
平

地
に

富
山

市
の

中
心

市
街

地
が

形
成

さ
れ

て
い

る
地

形
・

社
会

特
性

を
踏

ま
え

、
神

通
川

の
大

規
模

水
害

に
対

し
、

「
川

や
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

の
理

解
と

そ
れ

に
よ

る
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

」
「

社
会

経

済
被

害
の

最
小

化
」

を
目

指
す

』
こ

と
を

目
標

と
定

め
、

平
成

3
2
年

度
ま

で
に

各
構

成
員

が

連
携

し
て

取
り

組
み

、
水

防
災

意
識

社
会

の
再

構
築

を
行

う
こ

と
と

し
て

、
神

通
川

の
減

災

に
関
わ
る

地
域
の

取
組
方

針
（
以

下
「
取

組
方
針

」
と
い

う
。
）
を

と
り
ま
と

め
た
。
 

今
後

、
本

協
議

会
の

各
構

成
員

は
、

取
組

方
針

に
基

づ
き

連
携

し
て

減
災

対
策
に

取
り

組

み
、

毎
年

出
水

期
前

に
本

協
議

会
を

開
催

し
、
進

捗
状

況
を

定
期

的
に

確
認

す
る

な
ど

フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行

う
こ
と

と
す
る

。
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3 
 ２

．
本
協

議
会
の

構
成
員
 

  
本
協
議

会
の
参

加
機
関

及
び
構

成
員
は
以

下
の
と
お

り
で
あ
る

。
 

参
加
機
関
 

構
成
員
 

 富
山
市
 

高
岡
市
 

立
山
町
 

舟
橋
村
 

射
水
市
 

砺
波
市
 

小
矢
部
市
 

南
砺
市
 

滑
川
市
 

上
市
町
 

富
山
県
 
土
木

部
 
河
川
課
 

富
山
県
 
土
木

部
 
砂
防
課
 

富
山
県
 
富
山

土
木
セ
ン

タ
ー
 

富
山
県
 
富
山

土
木
セ
ン

タ
ー
 
立
山
土

木
事
務
所
 

富
山
県
 
高
岡

土
木
セ
ン

タ
ー
 

富
山
県
 
高
岡

土
木
セ
ン

タ
ー
 
小
矢
部

土
木
事
務

所
 

富
山
県
 
砺
波

土
木
セ
ン

タ
ー
 

 
富
山
地

方
気
象

台
 

 
北
陸
地

方
整
備

局
 富

山
河
川
国

道
事
務

所
 

 ＜
オ

ブ
ザ
ー
バ

ー
＞
 

 
西
日
本

旅
客
鉄

道
（
株

）
金
沢

支
社
 

 
あ
い
の

風
と
や

ま
鉄
道

（
株
）
 

 
北
陸
電

力
（
株

）
富
山

支
店
 

 
関
西
電

力
（
株

）
水
力

事
業
本

部
 
庄
川

水
力
セ
ン

タ
ー
 

 
電
源
開

発
（
株

）
中
部

支
店
 

 
国
土
地

理
院
 

北
陸
地

方
測
量

部
 

 
北
陸
地

方
整
備

局
 立

山
砂
防
事

務
所
 

 
北
陸
地

方
整
備

局
 神

通
川
水
系

砂
防
事

務
所
 

 
北
陸
地

方
整
備

局
 利

賀
ダ
ム
工

事
事
務

所
 

 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

村
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

課
 
 
長
 

課
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

気
象
台
長
 

所
 
 
長
 

      

 

4 
 ３

．
神
通

川
の
概

要
と
主

な
課
題
 

 （
１
）
流

域
・
地

形
の
特

徴
 

①
流
域

の
特
性

 

神
通

川
は

、
そ

の
源

を
岐

阜
県

高
山

市
の

川
上

岳
（

標
高

1
,6
2
6
m
）
に

発
し

、
岐

阜
県

内

で
は
宮
川

と
呼
ば

れ
、
富

山
県
境

で
高
原
川

を
合
わ
せ

、
神
通
川

と
名
称

を
改
め

、
神
通

峡
を

流
下

し
平

野
部

を
出

て
、

井
田

川
、

熊
野

川
を

合
わ

せ
て

日
本

海
に

注
ぐ

、
幹

川
流

路
延

長

1
2
0k
m
、
流
域
面

積
2,
72
0
km
2
の

一
級
河
川

で
あ
る
。

 

 神
通

川
流

域
は

、
富
山

、
岐

阜
両

県
に

ま
た

が
り

、
富

山
県

の
県

都
で

あ
る

富
山

市
、

南
砺

市
、

岐
阜

県
の

高
山

市
、

飛
騨

市
の

４
市

か
ら

な
り
、

上
流

域
に

は
飛

騨
高

原
が

広
が

り
、

高

原
を

侵
食

す
る

多
く

の
支

川
と

、
こ

れ
に

よ
り
形

成
さ

れ
た

高
山

、
古

川
等

の
盆

地
群

が
あ

る
。

中
流

域
で

は
、

山
地

が
迫

っ
て

い
て

渓
谷
が

続
き

、
下

流
域

に
入

り
常

願
寺

川
と

神
通

川
に

よ

る
複
合
扇

状
地
を

形
成
し

、
そ
こ

か
ら
下
流

に
は
富
山

平
野
が
広

が
っ
て

い
る
。
 

富
山

駅
周

辺
は

コ
ン
パ

ク
ト

シ
テ

ィ
政

策
と

し
て

交
通

機
関

や
住

居
が

集
中

し
て

い
る

こ
と

に
加

え
、

沿
川

各
地

域
に

は
高

齢
化

率
の
高

い
地

域
が

存
在

す
る

。
さ

ら
に

は
、

主
要

幹
線

道

路
で

災
害

時
に

お
け

る
救

援
活

動
、

生
活
物

資
や

復
旧

物
資

輸
送

等
の

確
保

な
ど

の
緊

急
活

動

の
た
め
の

緊
急
輸

送
道
路

で
あ
る

国
道
8
号
、
4
1
号
な
ど

が
存
在

す
る
。

 

 ②
洪

水
・
氾
濫

の
特
性
 

河
床

勾
配

は
源

流
か

ら
小

鳥
川

合
流

点
ま

で
の

上
流

部
で

は
約

1
/
2
0
～

1/
15
0
、

小
鳥

川
合

流
点

か
ら

神
三

ダ
ム

地
点

ま
で

の
中

流
部
で

は
約

1/
1
50

～
1
/2
5
0
、
神

三
ダ

ム
地
点

か
ら

河
口

ま
で

の
下

流
部

で
は

約
1
/
25
0
～

ほ
ぼ

水
平

で
、

河
口

部
は

緩
や

か
に

な
っ

て
い

る
も

の
の

、

我
が
国
屈

指
の
急

流
河
川

と
な
っ

て
い
る
。

 

 

流
域

の
気

候
は

、
上
流

域
は

高
い

山
々

に
囲

ま
れ

た
内

陸
性

気
候

、
下

流
域

は
冬

の
積

雪
が

多
い

日
本

海
側

気
候

で
、

年
平

均
降

水
量

は
上

流
域

で
約

1,
8
0
0m
m
（

高
山

）
、

下
流

域
で

約

2
,
30
0
m
m
（

富
山

）
と

な
っ

て
お

り
、

大
規

模
な

洪
水

要
因

の
多

く
は

台
風

性
に

よ
る

も
の

で

あ
る
。
 

 沿
川

及
び

氾
濫

域
に
は

、
北

陸
新

幹
線

、
J
R
高

山
線
、

あ
い

の
風

と
や

ま
鉄

道
、

北
陸

自
動

車
道

、
一

般
国

道
８

号
、

41
号

及
び

国
際

空
港

の
富
山

空
港

や
特

定
重

要
港

湾
の

伏
木

富
山

港

（
富

山
地

区
）

な
ど

が
整

備
さ

れ
交

通
の

要
衝

と
な
っ

て
お

り
、

ひ
と

た
び

氾
濫

が
発

生
す

れ

ば
、
交
通

機
関
に

甚
大
な

被
害
が

お
よ
ぶ

恐
れ
が
あ

る
。
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ま
た

、
氾

濫
流

の
流

れ
が

速
く
、

短
時

間
で

浸
水

域
が

広
が

る
こ

と
か

ら
、

水
深

が
浅

く
て

も
避

難
が

困
難

と
な

る
状

況
を

踏
ま

え
、

近
年

の
沿
川

住
民

の
高

齢
化

の
進

行
に

よ
り

増
加

す

る
要
配
慮

者
に
応

じ
た
円

滑
な
避

難
行
動
の

た
め
の
事

前
の
備
え

が
重
要

と
な
る

。
 

 （
２
）
過

去
の
被

害
状
況

と
河
川

改
修
の
状

況
 

①
過

去
の
被
害

 

大
正

３
年

８
月

洪
水
で

は
、

小
笠

原
付

近
か

ら
駿

河
湾

を
通

り
、

関
東

北
部

を
通

っ
て

鹿
島

灘
に

抜
け

た
台

風
に

よ
り

、
堤

防
決

壊
な
ど

大
規

模
な

浸
水

被
害

が
発

生
し

、
全

半
壊

流
失

家

屋
39
6
戸
、
浸
水

家
屋
1
4,

47
6戸

な
ど
の

被
害
が

生
じ
た

。
 

 昭
和

28
年

９
月

洪
水

で
は

台
風
1
3
号

に
よ
り

、
雨

量
は

山
間

部
で

2
0
0m
m
～

3
00
m
m
以

上
に
達

し
、

河
川

は
増

水
し

大
規

模
な

浸
水

被
害
が

発
生

し
た

。
被

害
状

況
は

死
者

６
名

、
行

方
不

明

２
名

、
負

傷
者

６
名

、
全

壊
家

屋
１

戸
、

半
壊

家
屋

4
6
戸

、
流

失
家

屋
５

戸
、

一
部

破
壊

17
2

戸
、
床
上

・
床
下

浸
水
9,

18
6戸

で
あ
っ

た
。
 

 昭
和

5
8
年

９
月

の
台

風
10

号
に

よ
り

神
通

大
橋

地
点

流
量

は
5
,6
4
3m
3
/s

を
記

録
し

、
床

上

浸
水
2
7戸

、
床
下

浸
水
94

戸
の
被

害
が
発
生

し
た
。

 

 

近
年

で
は

、
平

成
16
年

1
0
月

の
台

風
23

号
に

よ
る

洪
水

に
よ

り
、

小
鳥

峠
雨

量
観

測
所

で
は

時
間

雨
量

5
4
mm

、
2
4
h
累
計

雨
量

29
3m
m
の

観
測

史
上

最
大

と
な

り
、

ま
た

神
通

大
橋

地
点

の
水

位
は

8
.3
3m

（
計

画
高

水
位
ま

で
あ

と
2
8c
m
）

を
記

録
し

、
流

量
は
6
,4
1
3
m3
/s
と

観
測

史
上

最

大
で

あ
っ

た
。

被
害

状
況

と
し

て
は

、
富

山
県

で
床

上
浸

水
25

戸
、

床
下

浸
水

14
1
戸

、
岐

阜

県
で
全
壊

流
出
家

屋
23
戸

、
床
上

浸
水
52
戸

、
床
下
浸

水
2
00
戸

が
発
生

し
た
。
 

 

②
河

川
改
修
の

状
況
 

神
通

川
で

は
、

神
通

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
を

平
成

2
0
年

６
月

に
策

定
し

て
お

り
、

「
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
し
て

は
、

沿
川

地
域

を
洪

水
か

ら
防

御
す

る
た

め
、

河

道
や

沿
川

の
状

況
等

を
踏

ま
え

、
そ

れ
ぞ
れ

の
地

域
特

性
に

あ
っ

た
被

害
軽

減
対

策
を

講
じ

治

水
安
全
度

を
向
上

さ
せ
る

」
と
し

て
い
る
。

 

現
状

で
は

、
河

道
掘
削

及
び

急
流

河
川

対
策

等
を

実
施

し
て

い
る

が
、

富
山

市
街

地
を

氾
濫

域
に

抱
え

る
神

通
川

下
流

部
等

に
お

い
て

、
流

下
能

力
が

不
足
し

て
い

る
区

間
が

存
在

し
て

お

り
、
計
画

規
模
降

雨
に
伴

う
洪
水

に
対
し
安

全
に
流
下

で
き
る
状

態
に
は

な
っ
て

い
な
い

。
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神
通
川
で

の
主
な

課
題
は

、
以
下

の
と
お

り
で
あ
る

。
 

１
）

神
通
川
は

、
我
が
国

有
数
の

急
流
河

川
で
あ

り
、
洪

水
時
の

流
水
エ

ネ
ル
ギ

ー
が
大

き

く
、
越
流

以
外
に

侵
食
や

洗
掘
に

よ
り
堤

防
が
決

壊
す
る

危
険
が

あ
る
。
 

２
）

神
通
川
下

流
域
の
低

平
地
は

扇
状
地

形
と
な

っ
て
い

る
た
め

、
堤
防

の
決
壊

等
に
よ

る

浸
水
域
が

広
範
囲

と
な
り

、
短
時

間
で
氾

濫
域
が

拡
大
す

る
。
 

３
）

新
た
に
公

表
し
た
洪

水
浸
水

想
定
区

域
内
に

は
、
富

山
駅
周

辺
を
は

じ
め
人

口
が
集

中

（
約
1
8万

人
に
影

響
）
す

る
市
街

地
が
形

成
さ
れ

、
住
居

、
商
業

、
産
業
が

集
積
し
て

い

る
。
 

４
）

ま
た
、
県

庁
、
市
役

所
を
は

じ
め
主

要
な
公

共
施
設

及
び
国

道
８
号

、
41
号

な
ど
の

主

要
幹
線
道

路
、
緊

急
輸
送

道
路
や

鉄
道
な

ど
が
短

時
間
で

浸
水
し

、
社
会
経

済
が
大
き

な

打
撃
を
受

け
る
お

そ
れ
が

あ
る
。
 

 ■
取
組
の

方
向
性
 

今
後

、
気

候
変

動
に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

こ
れ

ら
の

課
題

に
対
し

て
、

行
政

や
住

民
等

の
各

主
体

が
意

識

を
変

革
し

、
社

会
全

体
で

洪
水

氾
濫

に
備

え
る

必
要
が

あ
り

、
本

協
議

会
お

い
て

は
、

想
定

し

得
る

最
大

規
模

の
洪

水
に

対
し

「
川

や
市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か

つ
確

実
な

避
難

」
や

「
社

会
経

済
被

害
の
最

小
化

」
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

、
主

に
以

下
の

取

組
を
行
う

も
の
と

す
る
。
 

 

・
ハ

ー
ド

対
策

と
し

て
、

洪
水

を
河

川
内

で
安

全
に
流

す
た

め
の

流
下

能
力

対
策

、
侵

食
・

洗

掘
対

策
、

浸
透

対
策
及

び
パ

イ
ピ

ン
グ

対
策

、
越

水
が

発
生

し
た

場
合

で
も

決
壊

ま
で

の
時

間
を

少
し

で
も

引
き
延

ば
す

｢
危

機
管

理
型

ハ
ー
ド

対
策

｣
と

し
て

堤
防

天
端

の
保

護
及
び

裏

法
尻

の
補

強
、

円
滑
な

避
難

活
動

や
水

防
活

動
等

に
資

す
る

CC
T
V
カ

メ
ラ

や
水
位

計
等

の
整

備
 
な
ど
 

 ・
ソ

フ
ト

対
策

と
し

て
、

氾
濫

水
を

迅
速
に

排
水

す
る

た
め

、
排

水
施

設
の

情
報

共
有

、
排

水

手
法

等
の

検
討

を
行
い

、
大

規
模

水
害

を
想

定
し

た
排

水
計

画
（

案
）

を
作

成
、

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
を

踏
ま
え

て
、

家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
、

浸
水

深
や

氾
濫

流
の

流
速

等
よ

り
、

そ
の

場
に

留
ま
ら

な
い

「
立

ち
退

き
避

難
区

域
」

の
検

討
及

び
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

へ
の

反
映

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

防
災

情
報

提
供

や
市

町
村

と
連

携
し

た
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

検
討
 

な
ど
 

 

こ
の
よ
う

な
取
組

を
実
施

す
る
こ

と
に
よ

り
、
「
水

防
災
意
識

社
会
」
の

再
構
築

を
目
指

す

も
の
と
す

る
。
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 ４

．
現
状

の
取
組

状
況
 

神
通
川
流

域
に
お

け
る
減
災

対
策
に
つ

い
て
、
各

構
成
員

で
現
状

を
確
認

し
課
題

を
抽
出

し
た
結
果

、
概
要

と
し
て

は
、
以

下
の
と

お
り
で
あ

る
。
（
別

紙
－
１
参

照
）
 

 

①
地
域
住

民
の
急

流
河
川

特
有
の

洪
水
の

理
解
に
関

す
る
事
項

 

※
○

：
現

状
、
●

：
課
題

（
以
下

同
様
）
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

急
流

河
川

特
有

の
洪

水

の
理
解
 

      

○
平

成
16
年

10
月

洪
水
に

よ
り

観
測

史
上

最
大

流
量

を
記
録

し
た

が
、

国
管

理
区

間
に

お
い

て
氾

濫
流

に
よ
る

浸
水

被

害
は

ほ
と

ん
ど

無
く

、
ま

た
、

近
年

は
氾

濫
被
害

が
発

生

し
て
い
な

い
。
 

●
治

水
事

業
の

進
展

等
に

よ
る

被
害

発
生

頻
度

の
減

少
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

防
災

意
識

が
低

い
状

況

で
あ
る
。
 

A
 

●
過

去
に

洪
水

や
氾

濫
被

害
を

経
験

し
て

い
る

人
が

少
な
く
な

っ
て
い

る
。
 

B
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②
情
報
伝

達
、
避

難
計
画

等
に
関

す
る
事

項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

洪
水

時
に

お
け

る
河

川

管
理

者
か

ら
の

情
報

提

供
等

の
内

容
及

び
タ

イ

ミ
ン
グ
 

       

○
神

通
川
・

西
派

川
・
井

田
川

・
熊

野
川

（
国

管
理

区
間
）

に
お

い
て

想
定

最
大

規
模

及
び

河
川

整
備

基
本
方

針
に

基

づ
く

計
画

規
模

の
外

力
に

よ
る

洪
水

浸
水

想
定
区

域
図

を

富
山
河
川

国
道
事

務
所
の

HP
等
で
公

表
し
て
い

る
。
 

○
熊

野
川

（
県

管
理

区
間

）
、

い
た

ち
川

、
土

川
、

山
田

川
、

坪
野

川
に

お
い

て
計

画
規

模
の

外
力

に
よ
る

浸
水

想

定
区
域
図

を
HP
等

で
公
表

し
て
い
る

。
 

○
避

難
勧
告

の
発

令
判
断

の
目

安
と

な
る

氾
濫

危
険

情
報
の

発
表

等
の

洪
水

予
報

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所
と

気
象

台

の
共

同
で

実
施

し
て

い
る

。
井

田
川

・
熊

野
川
で

は
水

位

到
達
情
報

の
提
供

に
よ
り

水
位
周
知

を
実
施
し

て
い
る
。

 

○
富

山
県
管

理
区

間
（
い

た
ち

川
、

山
田

川
、

坪
野

川
等
）

で
は

、
水

位
到

達
情

報
の

提
供

に
よ

り
水

位
周
知

を
実

施

し
て
い
る

。
 

○
災

害
発
生

の
お

そ
れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道
事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達
（

ホ
ッ

ト

ラ
イ
ン
）

を
実
施

し
て
い

る
。
 

●
浸

水
想

定
区

域
図

等
が

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
と

し
て
認
識

さ
れ
て

い
な
い

こ
と
が
懸

念
さ
れ
る

。
 

●
中

小
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の
周

知
促

進
が

求
め
ら
れ

る
。
 

C
 

●
水

位
予

測
の

精
度

の
問

題
や

長
時

間
先

の
予

測
情

報
不

足
か

ら
、

水
防

活
動

の
判

断
や

住
民

の
避

難

行
動
の
参

考
と
な

り
に
く

い
。
 

D
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②
情
報
伝

達
、
避

難
計
画

等
に
関

す
る
事

項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

避
難

勧
告

等
の

発
令

基

準
 

 

○
地

域
防
災

計
画

に
具
体

的
な

避
難

勧
告

の
発

令
基

準
や
対

象
地

域
を

明
記

し
て

い
る

。
（

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案
）
に

基
づ
く

見
直
し

済
）
 

○
神

通
川
本

川
（

国
管
理

区
間

）
に

お
け

る
避

難
勧

告
等
の

発
令

に
着

目
し

た
防

災
行

動
計

画
（

タ
イ

ム
ラ
イ

ン
）

を

作
成
し
て

い
る
。
 

●
避

難
勧

告
等

の
発

令
に

着
目

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
実

態
に

合
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

が
懸

念

さ
れ
る
。
 

●
警
戒
避

難
体
制

の
強
化
が

求
め
ら
れ

る
。
 

E
 

避
難
場
所

・
避
難

経
路
 

○
避

難
場
所

と
し

て
、
公

共
施

設
を

指
定

し
、

計
画

規
模
の

洪
水

に
対

す
る

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周
知

し
て

い

る
。
 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
者

数
の

増
加

や
避

難
場

所
、

避
難

経
路

が
浸

水
や

土
砂

災
害

が
発

生
す

る

場
合

に
は

、
住

民
の

避
難

が
適

切
に

行
え

な
い

こ

と
が
懸
念

さ
れ
る

。
 

F
 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
場

所
周

辺
の

浸
水

継
続

時
間

が
長

期
に

渡
る

場
合

に
は

、
住

民
等

が
長

期

に
わ
た
り

孤
立
す

る
こ
と

が
懸
念
さ

れ
る
。
 

G
 

●
避

難
に

関
す

る
情

報
は

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
が

、
住

民
等

に
十

分
に

認
知

さ

れ
て
い
な

い
お
そ

れ
が
あ

る
。
 

H
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②
情
報
伝

達
、
避

難
計
画

等
に
関

す
る
事

項
 

項
 
目
 

現
状

○
と
課
題

●
 

住
民

等
へ

の
情

報
伝

達

の
体
制
や

方
法
 

○
防

災
行

政
無

線
に

よ
る

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

及
び

避
難

勧
告

等

の
放

送
、

災
害

情
報

や
緊

急
速

報
の

メ
ー

ル
配

信
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

緊
急

告
知

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
、

広
報

車
に

よ
る

周
知

、
報

道
機
関
へ

の
情
報
提

供
等
を
実

施
し
て
い

る
。
 

○
河

川
管

理
者
、

ダ
ム

管
理

者
等

か
ら
W
E
B
等
を

通
じ

た
河
川

水
位

、
ダ

ム
放

流
、

ラ
イ

ブ
映

像
情

報
な

ど
を

住
民

等
に

情
報
提
供

し
て
い
る

。
 

○
平

成
28

年
８

月
に

富
山

県
総

合
防

災
シ

ス
テ

ム
を

更
新

し
、

Ｌ
ア

ラ
ー

ト
等

を
活

用
し

て
報

道
機

関
と

連
携

し
た

住
民

等
へ

の
情

報
提

供
（

災
害

対
策

本
部

設
置

、
避

難
勧

告
、
被
害

情
報
等
）

を
開
始
し

た
。
 

●
大

雨
・

暴
風

に
よ

り
防

災
行

政
無

線
が

聞
き

取
り

に

く
い

状
況

や
浸

水
に

よ
る

停
電

に
よ

り
情

報
発

信
で

き
な
い
お

そ
れ
が

あ
る
。
 

I
 

●
W
EB

等
に

よ
り

各
種

情
報

を
提

供
し

て
い

る
が

、
住

民
自

ら
が

情
報

を
入

手
す

る
ま

で
に

至
っ

て
い

な
い

懸
念
が
あ

る
。
 

J
 

●
災

害
時

に
国

・
県

・
市

に
お

い
て

W
EB

や
メ

ー
ル

配

信
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

が
、

一
部

の
利

用
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
た

め
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い
、
利

用
者
の

拡
大
が

求
め
ら

れ
て
い
る

。
 

ま
た

、
大

規
模

工
場

等
が

被
害

を
受

け
た

場
合

、
社

会
的
影
響

が
大
き

い
懸
念

が
あ
る

。
 

K
 

●
住

民
の

避
難

行
動

の
判

断
に

必
要

な
氾

濫
原

を
共

有

す
る

他
水

系
の

防
災

情
報

や
切

迫
が

伝
わ

る
ラ

イ
ブ

映
像
等
が

提
供
で

き
て
い

な
い
懸

念
が
あ
る

。
 

L
 

●
水

害
・

土
砂

災
害

関
連

の
記

者
発

表
内

容
や

情
報

提

供
サ

イ
ト

等
に

つ
い

て
、

内
容

や
用

語
の

分
か

り
や

す
さ
に
懸

念
が
あ

る
。

 
L1
 

●
住

民
の

避
難

行
動

（
水

害
・

土
砂

災
害

）
の

た
め

の

ト
リ

ガ
ー

と
な

る
情

報
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
懸

念
が
あ
る

。
 

L2
 

6

17/45



 

11
 

 

避
難
誘
導

体
制
 

○
避

難
誘

導
は

、
警

察
、

消
防

機
関

、
自

主
防

災
組

織
、

水

防
団
員
（

消
防
団
員

）
と
協
力

し
て
実
施

し
て
い

る
。
 

●
災

害
時

の
具

体
的

な
避

難
支

援
や

避
難

誘
導

体
制

が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
特

に
要

配
慮

者
等

の
迅

速
な
避
難

が
確
保

で
き
な

い
お
そ

れ
が
あ
る

。
 

M
 

 

③
水
防
に

関
す
る

事
項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

河
川

水
位

等
に

係
る

情

報
提
供
 

     

○
国

土
交
通

省
、

富
山
県

が
基

準
観

測
所

の
水

位
に

よ
り
水

防
警

報
を

発
表

し
て

い
る

。
水

防
団

員
へ

は
Ｆ

Ａ
Ｘ

等
に

よ
り

情
報
提
供

し
て
い
る

。
 

○
災

害
発
生

の
お

そ
れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道
事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
）
を
し

て
い
る
。

 

●
急

流
河

川
で

は
、

洪
水

毎
に

澪
筋

が
変

化
し

、
洪

水
の

流
れ

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
適

切
に

水

防
活

動
を

実
施

す
べ

き
箇

所
を

特
定

し
、

共
有

す

る
こ
と
が

必
要
で

あ
る
。
 

N
 

●
急

流
河

川
の

特
性

や
水

防
活

動
に

時
間

を
要

す
る

現
地

の
特

性
等

も
踏

ま
え

た
、

迅
速

か
つ

適
切

な

水
防
活
動

に
懸
念

が
あ
る

。
 

O
 

河
川
の
巡

視
区
間
 

       

○
出

水
期
前

に
、

自
治
体

、
水

防
団

等
と

重
要

水
防

箇
所
の

合
同

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
出

水
時

に
は

、
水

防
団

等
と

河
川

管
理

者
が

そ
れ

ぞ
れ

河
川

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。
 

○
地

域
防
災

計
画

に
よ
り

、
浸

水
被

害
が

予
想

さ
れ

る
箇
所

を
巡

回
し
、
現

状
把
握
に

努
め
て

い
る
。
 

●
河

川
巡

視
等

で
得

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

水
防

団
等

と
河

川
管

理
者

で
共

有
が

不
十

分
で

あ
り

、

適
切
な
水

防
活
動

に
懸
念

が
あ
る
。

 

P
 

●
水

防
団

員
が

減
少

・
高

齢
化

等
し

て
い

る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
の

受
け

持
ち

区
間

全
て

を
回

り
き

れ
な

い

こ
と
や
、

定
時
巡

回
が
で

き
な
い
状

況
に
あ
る

。
 

Q
 

 

12
 

 

●
水
防
活

動
を
担

う
水
防
団

員
（
消
防

団
員
）
は

、

水
防
活
動

に
関
す

る
専
門

的
な
知
見

等
を
習
得

す

る
機
会
が

少
な
く

、
的
確

な
水
防
活

動
が
で
き

な

い
こ
と
が

懸
念
さ

れ
る
。
 

R
 

水
防

資
機

材
の

整
備

状

況
 

  

○
各

機
関

の
水

防
倉

庫
等

に
水

防
資

機
材

を
備

蓄
し

て
い

る
。

 

●
水

防
資

機
材

の
不

足
、

劣
化

状
況

の
確

認
、

各
機

関
の

備
蓄

情
報

の
共

有
等

が
不

十
分

で
あ

り
、

適

切
な
水
防

活
動
に

懸
念
が

あ
る
。
 

●
水

防
団

員
の

高
齢

化
や

人
数

の
減

少
に

よ
り

従
来

の
水

防
工

法
で

は
迅

速
に

実
施

で
き

る
か

懸
念

が

あ
る
。
 

S
 

●
鬼

怒
川

で
の

堤
防

決
壊

箇
所

の
復

旧
内

容
を

踏
ま

え
、

神
通

川
で

の
堤

防
決

壊
時

の
資

機
材

に
つ

い

て
、

配
備

箇
所

の
見

直
し

を
含

め
た

再
確

認
が

必

要
で
あ
る

。
 

T
 

 ④
氾
濫
水

の
排
水

、
施
設

運
用
等

に
関
す

る
事
項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

排
水

施
設

、
排

水
資

機

材
の
操
作

・
運
用
 

    

○
排

水
ポ
ン

プ
車

や
照
明

車
等

の
災

害
対

策
車

両
・

機
器
に

お
い

て
平

常
時

か
ら

定
期

的
な

保
守

点
検

を
行
う

と
と

も

に
、

機
械

を
扱

う
職

員
等

へ
の

訓
練

・
教

育
も
実

施
し

、

災
害
発
生

に
よ
る

出
動
体

制
を
確
保

し
て
い
る

。
 

○
樋

門
・

陸
閘

の
操

作
点

検
を

出
水

期
前

に
実

施
し

て
い

る
。

 

○
雨

水
ポ
ン

プ
場

等
に
よ

る
排

水
活

動
及

び
ポ

ン
プ

委
託
に

よ
る
内
水

排
除
対

策
を
実

施
し
て
い

る
。
 

●
排

水
す

べ
き

水
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

く
、

現
状

の
施

設
配

置
計

画
で

は
、

今
後

想
定

さ
れ

る
大

規

模
浸

水
に

対
す

る
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

に

向
け
た
対

応
を
行

え
な
い

懸
念
が
あ

る
。
 

U
 

●
現

状
に

お
い

て
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

の
た

め
に

有
効

な
排

水
計

画
が

な
い

た
め

、
既

存
の

排

水
施

設
、

排
水

系
統

も
考

慮
し

つ
つ

排
水

計
画

を

検
討
す
る

必
要
が

あ
る
。
 

V
 

7
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④
氾
濫
水

の
排
水

、
施
設

運
用
等

に
関
す

る
事
項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

既
存

ダ
ム

に
お

け
る

洪

水
調
節
の

現
状
 

○
洪
水
調

節
機
能

を
有
す
る

室
牧
ダ
ム

、
熊
野
川

ダ
ム
、
 

久
婦

須
川

ダ
ム

な
ど

で
、

洪
水

を
貯

留
す

る
こ

と
に

よ

り
、
下
流

域
の
被

害
を
軽

減
さ
せ
て

い
る
。
 

 

⑤
河
川
管

理
施
設

の
整
備

に
関
す

る
事
項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

堤
防

等
河

川
管

理
施

設

の
現

状
の

整
備

状
況

及

び
今
後
の

整
備
内

容
 

○
急

流
河
川

対
策

と
し
て

、
河

川
の

洗
掘

や
侵

食
に

対
す
る

安
全

度
や

背
後

地
の

状
況

等
を

踏
ま

え
、

護
岸

等
の

整
備

を
推

進
し
て
い

る
。
 

○
計

画
断
面

に
満

た
な
い

堤
防

や
流

下
能

力
が

不
足

す
る
箇

所
に

対
し
、
河

道
掘
削
を

推
進
し

て
い
る

。
 

○
堤

防
の
漏

水
な

ど
越
水

以
外

に
も

洪
水

に
対

す
る

リ
ス
ク

が
高

い
箇
所
に

つ
い
て
、

整
備
を

推
進
し

て
い
る

。
 

●
計

画
断

面
に

対
し

て
高

さ
や

幅
が

不
足

し
て

い
る

堤
防

や
流

下
能

力
が

不
足

し
て

い
る

箇
所

が
あ

り
、
洪
水

に
よ
り

氾
濫
す

る
お
そ
れ

が
あ
る
。

 

W
 

●
堤

防
の

漏
水

や
侵

食
・

洗
掘

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

や
土

砂
・

洪
水

氾
濫

に
対

す
る

リ
ス

ク
が

高

い
箇
所
が

存
在
し

て
い
る

。
 

X
 

●
今

後
、

気
候

変
動

に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る

な
か
で
、

被
害
の

軽
減
を

図
る
必
要

が
あ
る
。

 

Y
 

  
 

 

14
 

 ５
．
減
災

の
た
め

の
目
標
 

 

急
流

河
川

特
有

の
洪

水
の

理
解

や
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

、
水

防
活

動
の

実
施

、
氾

濫
水

の

排
水

等
の

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
各

構
成

員
が

連
携

し
て

平
成

3
2

年
度

ま
で

に
達

成
す

べ
き

減
災

目
標

は
以

下
の

と
お

り
と

し
た

。
 

 

 
【５

年
間

で
達

成
す

べ
き

目
標

】
 

 
低

平
地

に
富

山
市

の
中

心
市

街
地

が
形

成
さ

れ
て

い
る

地
形

・
社

会
特

性

を
踏

ま
え

、
神

通
川

の
大

規
模

水
害

に
対

し
、

『
川

や
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

の
理

解
と

そ
れ

に
よ

る
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

』
『
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
』を

目
標

と
す

る
。
 

 
※

 
大

規
模

水
害

・・
・・

・想
定

し
得

る
最

大
規

模
降

雨
に

伴
う

洪
水

氾
濫

に
よ

る
被

害
。
 

 
※

 
川

を
流

れ
る

洪
水

・
・・

・水
位

が
急

激
に

上
昇

す
る

。
越

流
以

外
に

侵
食

や
洗

掘
に

よ
る

決
壊

の
お

そ
れ

が
あ

る
。
 

 
※

 
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

・
・・

・
・一

旦
堤

防
が

決
壊

す
る

と
勢

い
の

あ
る

水
が

短
時

間
で

市
街

地
に

広
が

る
。
 

 
※

 
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

・・
・
・・

水
深

が
浅

く
て

も
歩

行
で

き
な

い
状

況
と

な
る

前
に

安
全

な
場

所
へ

の
避

難
。
 

 
※

 
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
・・

・
・・

大
規

模
水

害
に

よ
る

社
会

経
済

被
害

を
軽

減
し

、
早

期
に

経
済

活
動

を
再

開
で

き
る

状
態

。
 

 上
記

目
標

の
達

成
に

向
け

、
神

通
川

な
ど

に
お

い
て

、
河

川
管

理
者

が
実

施
す

る
堤

防

整
備

等
の

洪
水

を
安

全
に

流
す

対
策

に
加

え
、

以
下

の
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
 

 

①
急
流
河

川
特
有

の
洪
水

現
象
に

つ
い
て
理

解
を
頂
く

た
め
の
周

知
・
理

解
促
進

の
取
り

組
み
 

②
神

通
川

の
特

性
を

踏
ま

え
た

大
規

模
水

害
に

お
け

る
避

難
行

動
の

た
め

の
取

り
組

み
 

③
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

軽
減

や
避

難
時

間
確

保
の

た
め

の
水

防
活

動
等

の
取

り
組

み
 

④
一

刻
も

早
く
社

会
経

済
活

動
を

回
復

さ
せ

る
た

め
の

排
水

活
動

の
取

り
組

み
 

 【
「
水
防

災
意
識

社
会
」

の
再
構

築
に
向
け

た
緊
急
行

動
計
画
に

よ
る
取

組
の
追

加
】
 

平
成

3
1
年

1
月

に
改
定

さ
れ
た

緊
急
行

動
計
画

に
基
づ

き
、
上

記
「
5
年
間

で
達
成
す

べ
き
 

目
標
」
に

含
ま
れ

て
い
な

い
目
標

に
つ
い
て

追
加
し
て

取
り
組
む

も
の
と

す
る
。
 

 
追
加
改

訂
 
令

和
2
年

5
月
 

日
 

 
 
 
 

 
令
和

2
年
度

 
常
願

寺
川
、
神

通
川
、
庄

川
及
び
小

矢
部
川

等
 

大
規

模
氾
濫
に

関
す
る
減

災
対
策

協
議
会
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 ６
.概

ね
５
年
で

実
施
す

る
取
組
 

  
氾

濫
が

発
生

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

、
社

会
全

体
で

、
常

に
こ

れ
に

備
え

る
「

水
防

災
 

意
識
社
会

」
を
再

構
築
す

る
こ
と

を
目
的

に
、
各
構

成
員
が
取

り
組
む
主

な
内
容

は
次
の

と

お
り
で
あ

る
。
（

別
紙
－

２
参
照

）
 

 １
）
ハ
ー

ド
対
策

の
主
な

取
組
 

 
各
参
加

機
関
が

実
施
す

る
ハ
ー

ド
対
策
の

う
ち
、
主

な
取
組
項

目
・
目

標
時
期

・
取
組

機
関

は
、
以
下

の
と
お

り
で
あ

る
。
 

 

主
な

取
組
項

目
 

課
題

の
 

対
応
 

目
標

時
期
 

取
組

機
関

 

■
洪

水
を

河
川

内
で

安
全

に
流

す
対

策
（

緊
4
1
）

 

 
＜

神
通

川
・

井
田

川
＞
 

①
浸

透
対
策

 
Ｘ

 
引

き
続

き
実

施
 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

 
②

パ
イ

ピ
ン

グ
対

策
 

Ｘ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

 
③

流
下

能
力

対
策

 
Ｗ

 
引

き
続

き
実

施
 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

 
④

侵
食

・
洗

掘
対

策
 

Ｘ
 

引
き

続
き

整
備

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

 
⑤

堤
防

整
備

 
Ｗ

 
引

き
続

き
実

施
 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

 
⑥

本
川

と
支

川
の

合
流

部
等
の

対
策

（
緊

4
2
）

 
Ｘ

 
引

き
続

き
実

施
 
富

山
県

 

 
⑦

多
数

の
家

屋
や

重
要

施
設
等

の
保

全
対

策
（

緊
4
3
）

 
Ｘ

 
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

 
⑧

土
砂

・
洪

水
氾

濫
へ

の
対
策

（
緊

4
5
）
 

Ｘ
 

順
次

実
施

 
富

山
県

 

■
危

機
管

理
型

ハ
ー

ド
対

策
 

 
＜

神
通

川
・

井
田

川
・

熊
野
川

＞
 

⑨
堤

防
天
端

の
保

護
（

緊
2
6）

 

＜
神

通
川
＞

 

⑩
堤

防
裏
法

尻
の

補
強

（
緊
2
6
）

 

Ｙ
 

引
き

続
き

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

■
避

難
行

動
、

水
防

活
動

、
排

水
活

動
に

資
す

る
基

盤
等

の
整

備
 

 
⑪

新
技

術
を

活
用

し
た

水
防
資

機
材

の
検

討
及

び
配

備
 

Ｍ
,
Ｐ

 

Ｑ
 

平
成

2
8
年

度

か
ら

検
討

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
⑫

円
滑

な
避

難
活

動
や

水
防

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

C
C
T
V
カ

メ
ラ

、
簡

易
型

河
川

監
視

用
カ

メ
ラ

、
簡

易
水

位

計
、

危
機
管

理
型

水
位

計
や
量

水
標

等
の

設
置

 

Ｌ
,
Ｊ

 

平
成

2
8
年

度

か
ら

順
次

整

備
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

 
⑬

洪
水

予
測

や
水

位
情

報
の

提
供

強
化

（
ダ

ム
放

流
警

報

設
備

等
の

耐
水

化
や

改
良

等
、

水
文

観
測

所
の

停
電

対

策
）

（
緊

2
5
）
 

Ｉ
 

引
き

続
き

実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

 
⑭

応
急

的
な

退
避

場
所

の
確
保

(
緊

2
8
)
 

  

Ｆ
 

令
和

２
年

度

か
ら

検
討

 

富
山

県
、

富
山

市
、

射
水

市
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  ２
）
ソ
フ

ト
対
策

の
主
な

取
組
 

 
各
参
加

機
関
が

実
施
す

る
ソ
フ

ト
対
策
の

う
ち
、
主

な
取
組
項

目
・
目

標
時
期

・
取
組

機
関

に
つ
い
て

は
、
以

下
の
と

お
り
で

あ
る
。
 

 ①
 急

流
河

川
特
有
の

洪
水
を

理
解
す

る
た
め

の
周
知

・
理
解

促
進
の

取
組
 

急
流
河
川

特
有
の

洪
水
特

性
や
氾

濫
流
等

に
よ
り
避

難
行
動
の

遅
れ
が
懸

念
さ
れ

る
こ
と

か

ら
、
住
民

の
洪
水

に
対
す

る
周
知

・
理
解
促

進
に
資
す

る
た
め
の

取
組
と

し
て
、

以
下
の

と
お

り
実
施
す

る
。
 

 
 

 
⑮

市
町

村
庁

舎
や

災
害

拠
点

病
院

等
の

機
能

確
保

の
た

め

の
対

策
の

充
実

（
耐

水
化

、
非

常
用

発
電

等
の

整
備

）

（
緊

3
5
、

緊
4
0
）

 

Ｍ
 

順
次

検
討

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

富
山

市
、

 

射
水

市
 

 
⑯

重
要

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
確
保

（
緊

4
7
）
 

Ｆ
 

引
き

続
き

実

施
 

富
山
県
 

 
⑰

樋
門

等
の

施
設

の
確

実
な
運

用
体

制
の

確
保

(
緊

4
8
) 

Ｙ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

主
な

取
組

項
目

 
課

題
の

 

対
応
 

目
標

時
期

 
取

組
機

関
 

■
平

時
か

ら
住

民
等

へ
の

周
知

・
教

育
・

訓
練

に
関

す
る

取
組

 

 
①

小
中

学
校

等
に

お
け

る
水

災
害

及
び

土
砂

災
害

教
育

を
実

施
（

緊
2
0
）

及
び

地
域

防
災

力
向

上
の

た
め

の
人

材
育

成
（

緊
2
4
）

 

Ａ
，

Ｂ
 

Ｃ
 

引
き

続
き
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
②

出
前

講
座

等
を

活
用

し
、

水
防

災
等

に
関

す
る

説
明

会
を

開
催

 

Ａ
，

Ｂ
 

Ｃ
 

引
き

続
き
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
③

効
果

的
な

「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
に

役
立

つ
広

報
や

資
料

を
作

成
・

配
布

 

Ａ
，

Ｂ
 

Ｊ
 

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
④

自
治

会
や

地
域

住
民

が
参

加
し

た
洪

水
に

対
す

る
リ

ス
ク

の
高

い
箇

所
の

共
同

点
検

の
実

施
 

Ｃ
 

平
成

2
7
年
度

か

ら
順

次
、
毎

年

実
施

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

射
水

市
 

 
⑤

災
害

リ
ス

ク
の

現
地

表
示
（

緊
1
9
）

 
Ｅ

，
Ｆ

 

Ｇ
，

Ｈ
 

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
⑥

住
民

の
防

災
意

識
を

高
め

、
地

域
の

防
災

力
の

向
上

を
図

る
た

め
の

自
主

防
災

組
織

の
充

実
及

び
地

域
包

括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

の
連

携
（

緊

2
2
）
 

Ｍ
 

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
⑦

避
難

訓
練

へ
の

地
域

住
民
の

参
加

促
進

（
緊

2
1
）

 
Ｍ

 
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
⑧

住
民

一
人

一
人

の
避

難
計

画
・

情
報

マ
ッ

プ
の

作
成

促
進

（
緊

2
3
）
 

Ｍ
 

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

 

富
山

市
、

射
水

市
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 ②
 迅

速
か

つ
確
実
な

避
難
行

動
の
た

め
の
取

組
 

住
民
自
ら

に
よ
る

情
報
の

収
集
、

住
民
の

避
難
行
動

に
資
す
る

た
め
の
情

報
発
信

等
の
不

足

が
懸
念
さ

れ
る
た

め
、
住

民
の
適

切
な
避
難

行
動
に
資

す
る
た
め

の
取
組

と
し
て

、
以
下

の
と

お
り
実
施

す
る
。
 

 

主
な

取
組

項
目

 
課

題
の

 

対
応

 
目

標
時

期
 

取
組

機
関

 

■
情

報
伝

達
、

避
難

計
画

等
に

関
す

る
取

組
 

 
 

 

  

①
リ

ア
ル
タ

イ
ム
の

情
報
提

供
や

プ
ッ
シ

ュ
型
情

報

の
発

信
な
ど

防
災
情

報
の
充

実
、

出
水
期

前
に
ホ

ッ

ト
ラ

イ
ン
等

の
連
絡

体
制

を
確

認
（

緊
2
）

 

危
険

レ
ベ
ル

の
統
一

化
等
に

よ
る

災
害
情

報
の
充

実

と
整

理
(
緊
7
) 

Ｉ
,
Ｊ
 

Ｋ
，

Ｌ
 

L
2
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
②

避
難

勧
告

等
の
発

令
に
着

目
し

た
防
災

行
動
計

画

（
タ

イ
ム
ラ

イ
ン
）

の
整
備

及
び

検
証
と

改
善
 

Ｅ
 

順
次

実
施

 

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
③

想
定

最
大

規
模
も

含
め
た

決
壊

地
点
別

浸
水

想
定

区
域

図
、
家

屋
倒
壊

等
氾
濫

想
定

区
域
（

緊
1
2）

等

の
公

表
 

（
浸

水
ナ
ビ

等
に
よ

る
公
表

）
 

適
切

な
土
地

利
用
の

促
進
（

緊
5
2
）
 

Ｆ
，

Ｇ
 

Ｈ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

（
緊

1
2
）

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
④

立
ち

退
き

避
難
が

必
要
な

区
域

及
び
避

難
方
法

の

検
討

 

Ｆ
，

Ｇ
 

Ｈ
，

Ｍ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

射
水

市
 

 
⑤

参
加

市
に

よ
る
広

域
避

難
計

画
の

策
定

及
び
支

援

（
緊

1
3
）
 

Ｆ
，

Ｇ
 
平

成
2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

射
水

市
 

 
⑥

広
域

的
な

避
難
計

画
等
を

反
映

し
た
新

た
な
洪

水

ハ
ザ

ー
ド
マ

ッ
プ
の

策
定
・

周
知

・
活
用

（
緊

1
8
）
 

Ｅ
，

Ｆ
 

Ｇ
，

Ｈ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
⑦

水
位

予
測

の
検
討

及
び
精

度
の

向
上
 

Ｄ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
検

討
 

北
陸

地
整

 

 
⑧

気
象

情
報

発
信
時

の
「
危

険
度

の
色
分

け
」
や

「
警

報
級
の

現
象
」

等
の
改

善
 

Ｌ
 

平
成

2
9
年

度
か

ら
実

施
 

気
象

台
 

 
⑨

水
位

周
知

河
川
以

外
の
河

川
に

お
け
る

水
害
危

険

性
の

周
知
促

進
(
緊

5
) 

Ｃ
 

令
和

２
年

度
か

ら
検

討
 

富
山

県
 

 
⑩

住
民

自
ら

の
行
動

に
結
び

つ
く

水
害
・

土
砂
災

害

ハ
ザ

ー
ド
・

リ
ス
ク

情
報
の

共
有

(
緊

6
)
 

L
1
 

令
和

２
年

度
か

ら
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

 

 
⑪

洪
水

予
測

や
河
川

水
位
の

状
況

に
関
す

る
解
説

(
緊

8
)
 

L
、

L
1 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
 

 
⑫

防
災

施
設

の
機
能

に
関
す

る
情

報
提
供

の
充
実

(
緊

9
)
 

L
1
 

令
和

元
年

度
か

ら
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
気

象
台

、
富

山
県

 

 
⑬

ダ
ム

放
流

情
報
を

活
用
し

た
避

難
体
系

の
確
立

(
緊

1
0
)
 

L
2
 

令
和

元
年

度
か

ら
順

次
実

施
 

富
山

県
、

気
象

台
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 ※
 

神
通

川
流

域
の

減
災

に
係

る
取

組
方

針
「

広
域

避
難

計
画

」
、

「
広

域
的

な
避

難
計

画
」

と
は

、
立

ち
退

き
避

難
を

行
う

際
、

地
域

、
地
形

、
被
害

な
ど

の
状
況

に
よ
っ

て
は

、
隣

接
市
町

村
へ

の
避
難

が
有

効
な

地
区
の

避
難

計
画
を

い
う

。
 

※
 

浸
水

ナ
ビ

と
は

、
自
宅

な
ど
の

調
べ
た

い
地

点
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ

サ
イ

ト
上
で

指
定

す
る
こ

と
に

よ
り

、
ど
の

河
川

が
氾
濫

し
た
場

合
に

浸
水
す

る
か
、

河
川

の
決
壊

後
ど
れ

く
ら

い
の

時
間
で

氾
濫

水
が
到

達
す

る
か

、
浸
水

し
た

状
態
が

ど
れ

く
ら

い
の
時
間

継
続

す
る
か

等
を
ア

ニ
メ

ー
シ
ョ

ン
や
グ

ラ
フ

で
表

示
す
る

シ
ス

テ
ム
を

い
う

。
 

※
 

警
報

級
の

現
象

と
は
、

ひ
と
た

び
起
こ

れ
ば

社
会
的

に
大

き
な

影
響
を

与
え

る
現
象

を
い

う
。

 

 ③
 洪

水
氾

濫
に
よ
る

被
害
の

軽
減
及

び
避
難

時
間
の

確
保
の

た
め
の

水
防
活

動
等
の

取
組
 

水
防
団
等

と
の
情

報
共
有

の
不
足

や
、
要

配
慮
者
利

用
施
設
等

の
自
衛
水

防
へ
の

支
援
不

足

が
懸
念
さ

れ
る
た

め
、
水

防
活
動

に
対
す
る

情
報
共
有

や
支
援
に

資
す
る

た
め
の

取
組
と

し
て
、

以
下
の
と

お
り
実

施
す
る

。
 

主
な

取
組

項
目

 
課

題
の

 

対
応

 
目

標
時

期
 

取
組

機
関
 

■
水

防
活

動
の

効
率

化
及

び
水

防
体

制
の

強
化

に
関

す
る

取
組

 

 
①

水
防

団
等

へ
の

連
絡

体
制

の
確

認
と

首
長

も
参

加
し

た
実

践
的

な
情

報
伝

達
訓

練
の

実
施

 
Ｐ

 
引

き
続

き
毎

年

実
施

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
②

自
治

体
関

係
機

関
や

水
防

団
が

参
加

し
た

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
の

高
い

箇
所

の
合

同
巡

視
の

実
施

（
緊

3
0
）

 

Ｎ
，

Ｏ
 

Ｐ
 

引
き

続
き

毎
年

実
施

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、

富
山

市
、

射
水

市
 

 
③

毎
年

、
関

係
機

関
が

連
携

し
た

水
防

実
働

訓
練

等
を

実
施

（
緊

3
2
）

 
Ｒ

，
Ｓ

 
引

き
続

き
毎

年

実
施

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
④

水
防

活
動

の
担

い
手

と
な

る
水

防
団

員
・

水
防

協
力

団
体

の
募

集
・

指
定

を
促

進
（

緊
3
1
）
 

Ｑ
，

Ｓ
 
引

き
続

き
実

施
 

富
山

市
、

射
水

市
 

 
⑤

国
・

県
・

自
治

体
職

員
等

を
対

象
に

、
水

防
技

術
講

習
会

を
実

施
 

Ｒ
 

引
き

続
き

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

富
山

市
、

 

射
水

市
 

 
⑥

大
規

模
災

害
時

の
復

旧
活

動
の

拠
点

等
配

置
計

画
の

検
討

を
実

施
 

Ｔ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
検

討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
 

 

 
⑦

ダ
ム

等
の

洪
水

調
節

機
能
の

向
上

・
確

保
（

緊
4
6
）

 
Ｘ

 
令

和
２

年
度

か

ら
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

利
水

ダ
ム

管
理

者
 

 
⑧

河
川

管
理

の
高

度
化

（
緊
4
9
）
 

Ｎ
，

Ｏ

Ｐ
 

令
和

２
年

度
か

ら
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

    

 
⑭

浸
水

実
績

等
の
周

知
（
緊

1
7
）

 
Ｃ

 
令

和
２

年
度

か

ら
順

次
実

施
 

富
山

県
、

富
山

市
、

射
水

市
 

 
⑮

市
町

村
庁

舎
や
災

害
拠
点

病
院

等
の
施

設
関
係

者

へ
の

情
報
伝

達
の
充

実
（
緊

3
4
）

 
Ｍ

 
引

き
続

き
順

次
 

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

射
水

市
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■
要

配
慮

者
利

用
施

設
や

大
規

模
工

場
等

の
自

衛
水

防
の

推
進

に
関

す
る

取
組

 

 
⑨

要
配

慮
者

利
用

施
設

に
よ

る
避

難
確

保
計

画
の

作
成

に
向

け
た

支
援

及
び

避
難

訓
練

を
実

施
（

緊
1
4
）
 

Ｍ
 

平
成

2
8
年

度

か
ら

順
次

実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

射
水

市
 

⑩
大

規
模

工
場

等
へ

の
浸

水
リ

ス
ク

の
説

明
と

水
害

対
策

等

の
啓

発
活

動
 

Ｋ
 

平
成

2
8
年

度

か
ら

実
施

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

 

 
⑪

早
期

復
興

を
支

援
す

る
事

前
の

準
備

（
民

間
企

業
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

支
援

）
（

緊
3
6
）
 

Ｋ
 

順
次

検
討

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

富
山

市
、

 

射
水

市
 

 ④
 社

会
経

済
活
動
を

取
り
戻

す
た
め

の
排
水

活
動
及

び
施
設

運
用
の

強
化
 

現
状
の
ポ

ン
プ
車

配
置
計

画
で
は

大
規
模

浸
水
の
対

応
が
行
え

な
い
等
の

懸
念
が

あ
る
た

め
、

確
実
な
住

民
避
難

等
に
資

す
る
取

組
と
し
て

、
以
下
の

と
お
り
実

施
す
る

。
 

  
 

主
な

取
組

項
目

 
課

題
の

 

対
応

 
目

標
時

期
 

取
組

機
関

 

■
救

援
・

救
助

活
動

の
効

率
化

に
関

す
る

取
組

 

 
①

大
規

模
災

害
時

の
救

援
・

救
助

活
動

等
支

援
の

た
め

の
拠

点
等

配
置

計
画

の
検

討
を

実
施
 

Ｇ
,
Ｕ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
検

討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

射
水

市
 

■
排

水
計

画
（

案
）

の
作

成
及

び
排

水
訓

練
の

実
施

 

 
②

氾
濫

水
を

迅
速

に
排

水
す

る
た

め
、

排
水

施
設

の
情

報
共

有
、

排
水

手
法

等
の

検
討

を
行

い
、

大
規

模
水

害

を
想

定
し

た
排

水
計

画
（

案
）

を
作

成
 

Ｕ
,
Ｖ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
検

討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

射
水

市
 

 
③

排
水

ポ
ン

プ
車

の
出

動
要
請

の
連

絡
体

制
等

を
整

備
 

Ｖ
 

引
き

続
き

毎
年

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

射
水

市
 

 
④

関
係

機
関

が
連

携
し

た
排
水

実
働

訓
練

の
実

施
 

Ｙ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

富
山

市
、

 

射
水

市
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 ７
．
フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ
 

  
各
機
関

の
取
組

内
容
に

つ
い
て

は
、
必
要

に
応
じ
て

、
防
災
業

務
計
画

や
地
域

防
災
計

画
、

河
川
整
備

計
画
等

に
反
映

す
る
こ

と
な
ど
に

よ
っ
て
責

任
を
明
確

に
し
、

組
織
的

、
計
画

的
、

継
続
的
に

取
り
組

む
こ
と

が
重
要

で
あ
る
。

 

  
原
則
、

本
協
議

会
を
毎

年
出
水

期
前
に
開

催
し
、
取

組
の
進
捗

状
況
を

確
認
し

、
必
要

に
応

じ
て
取
組

方
針
を

見
直
す

こ
と
と

す
る
。
ま

た
、
実
施

し
た
取
組

に
つ
い

て
も
訓

練
等
を

通
じ

て
習
熟
、

改
善
を

図
る
な

ど
、
継

続
的
な
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
行

う
こ
と

と
す
る

。
 

  
神
通
川

で
は
、

想
定
最

大
規
模

の
外
力
に

よ
る
新
た

な
浸
水
想

定
区
域

図
を
公

表
し
て

ま
も

な
い
こ
と

か
ら
、

新
た
な

浸
水
想

定
区
域
図

に
基
づ
く

具
体
的
な

ソ
フ
ト

対
策
の

取
り
組

み
の

内
容
及
び

目
標
時

期
な
ど

の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て

は
、
本
協

議
会
幹

事
会
を

通
じ
、

沿
川

自
治
体
と

の
間
で

取
り
組

み
の
具

体
化
を
図

る
こ
と
と

す
る
。
 

ま
た
、
今

後
、
全

国
で
作

成
さ
れ

る
他
の

取
組
方
針

の
内
容
や

技
術
開
発

の
動
向

等
を
収

集

し
た
上
で

、
随
時

、
取
組

方
針
を

見
直
す
こ

と
と
す
る

。
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「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

基
づ

く
 

 

庄
川
流

域
の

減
災
に

係
る

取
組

方
針

 

    

（
事

務
局

案
）

 
           

令
和

２
年

６
月

 

    常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及
び

小
矢

部
川

等
大

規
模

氾
濫

に
関
す

る
減

災
対
策

協
議

会
 

   

 

 
   

目
 
 
次
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．
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1 
 １

．
は
じ

め
に
 

 

平
成

2
7
年

９
月

関
東

・
東

北
豪

雨
災

害
に

よ
り

、
鬼

怒
川
の

下
流

部
は

堤
防

が
決

壊
す

る

な
ど

、
氾

濫
流

に
よ

る
家

屋
の

倒
壊

・
流

失
や
広

範
囲

か
つ

長
期

間
の

浸
水

が
発

生
し

た
。

ま

た
、

こ
れ

ら
に

避
難

の
遅

れ
も

加
わ

り
、

近
年
の

水
害

で
は

類
を

見
な

い
ほ

ど
の

多
数

の
孤

立

者
が

発
生

し
た

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
国
土

交
通

大
臣

か
ら

社
会

資
本

整
備

審
議

会
会

長

に
対

し
て

「
大

規
模

氾
濫

に
対

す
る

減
災

の
た
め

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」

が
諮

問

さ
れ
、
平
成

2
7
年

12
月

10
日
に

「
大
規
模

氾
濫
に

対
す
る

減
災
の

た
め
の

治
水
対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

～
社

会
意

識
の

変
革

に
よ

る
「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
に

向
け

て
～

」

が
答
申
さ

れ
た
。
 

 

国
土

交
通

省
で

は
、

こ
の

答
申

を
踏

ま
え

、
新

た
に

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ
ジ

ョ

ン
」

と
し

て
、

全
て

の
直

轄
河

川
と

そ
の

氾
濫

に
よ

り
浸

水
の

お
そ

れ
の

あ
る

市
町

村
（

10
9

水
系
、
7
3
0
市
町

村
）
に

お
い
て

、
平
成

32
年

度
を
目
途

に
水
防
災

意
識
社
会

を
再
構

築
す
る

取
組

を
行

う
こ

と
と

し
、

各
地

域
に

お
い

て
、
河

川
管

理
者

・
都

道
府

県
・

市
町

村
等

か
ら

な

る
協

議
会

等
を

新
た

に
設

置
し

て
減

災
の

た
め
の

目
標

を
共

有
し

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

対
策

を

一
体
的
・

計
画
的

に
推
進

す
る
こ

と
と
し
た

。
 

 

常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
で

は
、

こ
の

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ

ジ
ョ

ン
」

に
基

づ
き

、
地

域
住

民
の

安
全

安
心
を

担
う

富
山

河
川

国
道

事
務

所
管

内
の

沿
川

５

市
１

町
１

村
（

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、
砺

波
市

、
小

矢
部

市
、

立
山

町
、

舟
橋

村
）

、

富
山

県
、

富
山

地
方

気
象

台
、

北
陸

地
方

整
備
局

富
山

河
川

国
道

事
務

所
で

構
成

さ
れ

る
「

常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

大
規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会
」

（
以

下

「
本
協
議

会
」
と

い
う
。

）
を
平

成
28

年
4
月

2
1
日

に
設
立

し
た
。
 

 

そ
の

後
、

平
成

2
8
年

８
月

に
発

生
し

た
台

風
に

よ
る

豪
雨

災
害

に
お
い

て
中

小
河

川
に

お

い
て

も
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
こ

と
を

踏
ま
え

、
県

管
理

河
川

に
お

い
て

も
減

災
対

策
に

取

り
組

む
こ

と
と

な
り

、
上

市
川

、
白

岩
川

、
下
条

川
を

追
加

し
た

こ
と

か
ら

、
平

成
２

９
年

５

月
２

日
に

協
議

会
名

を
「

常
願

寺
川

、
神

通
川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

等
大

規
模

氾
濫

に
関

す

る
減

災
対

策
協

議
会

」
に

改
め

、
協

議
会

の
構
成

は
沿

川
６

市
２

町
１

村
（

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水
市
、

砺
波
市

、
小
矢

部
市
、

立
山
町
、

舟
橋
村
、

滑
川
市
、

上
市
町

）
と
な

っ
た
。
 

さ
ら
に
は

、
平
成

2
9
年

6
月
に

水
防
法
等

の
一
部
を

改
正
す
る

法
律
（

平
成

2
9
年
法

律
第

3
1
号
）
施

行
に
よ

り
新
た

に
大
規

模
氾
濫

減
災
協

議
会
制

度
が
創
設

さ
れ
た
こ

と
に
伴
い

、
本

協
議
会
の

規
約
を

改
正
し

、
水
防

法
に
基
づ

く
組
織
と

位
置
づ
け

ら
れ
た

。
 

 

 

2 
 

本
協

議
会

で
は

、
庄
川

の
地

形
的

特
徴

や
被

害
状

況
、

現
状

の
取

組
状

況
の

共
有

を
図

る
と

と
も
に
、

主
な
水

防
災
上

の
課
題

と
し
て

以
下
を
抽
出

し
た
。
 

 １
）

庄
川

は
、

我
が

国
有

数
の

急
流

河
川

で
あ

り
、

洪
水

時
の

流
水

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

大
き

く
、

越
流
以
外

に
侵
食

や
洗
掘

に
よ
り

堤
防
が

決
壊
す

る
危
険

が
あ
る

。
 

２
）

洪
水

毎
に

河
川

の
澪

筋
が

変
化

し
、

洪
水

の
流

れ
が

複
雑

な
た

め
、

侵
食

の
発

生
箇

所

を
予
測
す

る
こ
と

が
困
難

で
あ
る

。
 

３
）

庄
川

下
流

域
の

低
平

地
は

扇
状

地
形

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
堤

防
の

決
壊

等
に

よ
る

浸

水
域
が
広

範
囲
と

な
り
、

短
時
間

で
氾
濫

域
が
拡

大
す
る

。
 

４
）

新
た

に
公

表
し

た
洪

水
浸

水
想

定
区

域
内

に
は

、
新

高
岡

駅
周

辺
を

は
じ

め
人

口
が

集

中
（

約
８

万
人

に
影

響
）

す
る

市
街

地
が

形
成

さ
れ

、
住

居
、

商
業

、
産

業
が

集
積

し
て

い
る
。
 

５
）

ま
た

、
市

役
所

を
は

じ
め

主
要
な

公
共

施
設

及
び

国
道

８
号

、
1
56

号
な

ど
の

主
要

幹
線

道
路

、
緊

急
輸

送
道

路
や

鉄
道

な
ど

が
短

時
間

で
浸

水
し

、
社

会
経

済
が

大
き

な
打

撃
を

受
け
る
お

そ
れ
が

あ
る
。
 

 こ
の

よ
う

な
課

題
に

対
し

、
本

協
議

会
に

お
い

て
は

、
『

氾
濫

流
の

流
れ

が
速

く
、

砺

波
・

高
岡

・
射

水
市

街
地

を
含

む
広

範
囲

に
拡

散
す

る
扇

状
地

河
川

特
有

の
地

形
特

性
を

踏

ま
え

、
庄

川
の

大
規

模
水

害
に

対
し

、
「

川
や

市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ

る
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

」
「

社
会

経
済

被
害

の
最

小
化

」
を

目
指

す
』

こ
と

を
目

標
と

定

め
、

平
成

3
2
年

度
ま

で
に

各
構

成
員

が
連

携
し

て
取

り
組

み
、

水
防

災
意

識
社

会
の

再
構

築

を
行

う
こ

と
と

し
て

、
庄

川
の

減
災

に
関

わ
る

地
域

の
取

組
方

針
（

以
下

「
取

組
方

針
」

と

い
う
。
）

を
と
り

ま
と
め

た
。
 

今
後

、
本

協
議

会
の

各
構

成
員

は
、

取
組

方
針

に
基

づ
き

連
携

し
て

減
災

対
策

に
取

り
組

み
、

毎
年

出
水

期
前

に
本

協
議

会
を

開
催

し
、

進
捗

状
況

を
定

期
的

に
確

認
す

る
な

ど
フ

ォ

ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行

う
こ
と

と
す
る

。
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 ２

．
本
協

議
会
の

構
成
員
 

  
本
協
議

会
の
参

加
機
関

及
び
構

成
員
は
以

下
の
と
お

り
で
あ
る

。
 

参
加
機
関
 

構
成
員
 

 富
山
市
 

高
岡
市
 

立
山
町
 

舟
橋
村
 

射
水
市
 

砺
波
市
 

小
矢
部
市
 

南
砺
市
 

滑
川
市
 

上
市
町
 

富
山
県
 
土
木

部
 
河
川
課
 

富
山
県
 
土
木

部
 
砂
防
課
 

富
山
県
 
富
山

土
木
セ
ン

タ
ー
 

富
山
県
 
富
山

土
木
セ
ン

タ
ー
 
立
山
土

木
事
務
所
 

富
山
県
 
高
岡

土
木
セ
ン

タ
ー
 

富
山
県
 
高
岡

土
木
セ
ン

タ
ー
 
小
矢
部

土
木
事
務

所
 

富
山
県
 
砺
波

土
木
セ
ン

タ
ー
 

富
山
地
方

気
象
台
 

北
陸
地
方

整
備
局

 富
山

河
川
国

道
事
務

所
 

 ＜
オ

ブ
ザ
ー
バ

ー
＞
 

西
日
本
旅

客
鉄
道

（
株
）

金
沢
支

社
 

あ
い
の
風

と
や
ま

鉄
道
（

株
）
 

北
陸
電
力

（
株
）

富
山
支

店
 

関
西
電
力

（
株
）

水
力
事

業
本
部

 
庄
川

水
力
セ
ン

タ
ー
 

電
源
開
発

（
株
）

中
部
支

店
 

国
土
地
理

院
 
北

陸
地
方

測
量
部
 

北
陸
地
方

整
備
局

 立
山

砂
防
事

務
所
 

北
陸
地
方

整
備
局

 神
通

川
水
系

砂
防
事

務
所
 

北
陸
地
方

整
備
局

 利
賀

ダ
ム
工

事
事
務

所
 

 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

村
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

課
 
 
長
 

課
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

気
象
台
長
 

所
 
 
長
 

      

 

4 
 ３

．
庄
川

の
概
要

と
主
な

課
題
 

 （
１
）
流

域
・
地

形
の
特

徴
 

①
流
域

の
特
性

 

庄
川

は
そ

の
源

を
岐

阜
県

高
山

市
の

烏
帽

子
岳

（
標

高
1
,6
25
m
）

と
山

中
山

の
山

中
峠

（
標
高

1
,3

75
m）

に
発
し

、
岐
阜

県
内
で

尾
上
郷

川
、
六
厩

川
、
大
白

川
等
と
合

わ
せ
て

北
流

し
、

富
山

県
に

入
り

南
砺

市
小

牧
付

近
で

利
賀
川

を
合

わ
せ

た
の

ち
砺

波
平

野
に

出
て

射
水

市

大
門
で
和

田
川
を

合
わ
せ

て
日
本

海
に
注
ぐ

、
幹
川
流

路
延
長

1
15
km
、

流
域
面
積

1
,1
89
k
m
2

の
一
級
河

川
で
あ

る
。
 

 流
域
内

に
は

、
白
山

国
立

公
園

と
３

つ
の
県
立

自
然

公
園
及

び
４
つ

の
県

定
公

園
が
存

在
す

る
等

豊
か

な
自

然
に

恵
ま

れ
て

お
り

、
庄

川
の
水

質
は

良
好

で
、

そ
の

水
は

豊
富

な
地

下
水

と

合
わ

せ
て

砺
波

平
野

及
び

射
水

平
野

を
潤

し
、
富

山
県

内
一

の
穀

倉
地

帯
を

支
え

て
い

る
と

と

も
に

、
小

牧
発

電
所

を
は

じ
め

と
す

る
水

力
発
電

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

水
利

用
が

行
わ

れ
て

お

る
。

流
域

下
流

部
に

広
が

る
扇

状
地

に
は

、
富
山

県
の

主
要

都
市

で
あ

る
高

岡
市

、
射

水
市

、

砺
波

市
な

ど
が

位
置

し
、

基
幹

交
通

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
と

し
て

、
北

陸
新

幹
線

、
あ

い
の

風
と

や

ま
鉄

道
、

北
陸

自
動

車
道

、
東

海
北

陸
自
動

車
道

、
一

般
国

道
８

号
、

15
6
号

が
あ

る
な

ど
、

交
通
の
要

衝
と
な

っ
て
い

る
。
 

 ②
洪
水

・
氾
濫
の

特
性
 

流
域

上
流

の
山

間
部
で

は
深

い
渓

谷
が

き
ざ

ま
れ

、
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
で

崩
壊

地
形

が
見

ら
れ

る
。

ま
た

、
河

床
勾

配
は

、
河

口
部

は
感

潮
区
間

で
ほ

ぼ
水

平
で

あ
る

が
、

流
域

下
流

部
で

は

約
1/

20
0
、

流
域

上
・

中
流
部

で
は

約
1
/
3
0
～
1/

18
0
と

な
っ

て
お

り
、

我
が

国
屈

指
の

急
流

河

川
で
あ
る

。
 

 流
域

の
気

候
は

、
年
較

差
の

大
き

い
日

本
海

型
気

候
に

属
す

る
多

雨
多

雪
地

帯
で

あ
り

、
特

に
流

域
上

流
部

は
有

数
の

豪
雪

地
帯

で
あ

る
。

年
間

降
水

量
は

流
域

上
流

部
で

約
3,
00

0m
m
で

あ
り

、
流

域
下

流
の

平
野

部
に

向
か

っ
て

少
な

く
な

り
、

平
野

部
で

約
2
,
20
0m

m
と

な
っ

て
い

る
。
 

ま
た

、
過

去
の

庄
川
流

域
に

お
け

る
洪

水
の

多
く

は
、

台
風

に
起

因
す

る
も

の
が

多
く

見
う

け
ら
れ
る

。
 

 沿
川

及
び

氾
濫

域
に
は

、
北

陸
新

幹
線

、
あ

い
の

風
と

や
ま

鉄
道

、
北

陸
自

動
車

道
、

東
海

北
陸

自
動

車
道

、
一

般
国

道
８

号
、

15
6
号

な
ど

が
整

備
さ

れ
交

通
の

要
衝

と
な

っ
て

お
り

、

ひ
と
た
び

氾
濫
が

発
生
す

れ
ば
、

交
通
機

関
に
甚
大
な

被
害
が
お

よ
ぶ
恐

れ
が
あ

る
。
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5 
  

庄
川

の
地

形
は

、
庄
川

用
水

合
口

ダ
ム

付
近

を
扇

頂
と

す
る

扇
状

地
が

形
成

さ
れ

、
ひ

と
た

び
氾

濫
す

る
と

拡
散

型
の

氾
濫

形
態

と
な

り
、
人

口
・

資
産

の
集

中
す

る
高

岡
市

、
射

水
市

等

の
主
要
都

市
を
は

じ
め
、

広
範
囲

に
甚
大
な

被
害
が
お

よ
ぶ
恐
れ

が
あ
る

。
 

 

氾
濫

流
の

流
れ

が
速
く

、
短

時
間

で
浸

水
域

が
広

が
る

こ
と

か
ら

、
避

難
が

困
難

と
な

る
状

況
を

踏
ま

え
、

近
年

の
沿

川
住

民
の

高
齢

化
の
進

行
に

よ
り

増
加

す
る

要
配

慮
者

に
応

じ
た

円

滑
な
避
難

行
動
の

た
め
の

事
前
の

備
え
が
重

要
と
な
る

。
 

 （
２
）
過

去
の
被

害
状
況

と
河
川

改
修
の
状

況
 

①
過

去
の
被
害

 

昭
和

９
年

７
月

洪
水
で
は

、
庄

川
上

流
岐

阜
県
山

岳
地

帯
に
お

い
て

未
曾
有

の
豪

雨
と

な
り

、

浅
井

村
（

現
射

水
市

）
で

堤
防

が
決

壊
し

、
死

者
20

名
、

負
傷

者
2
4
0
名

、
流

失
家

屋
9
4
棟

、

民
家
破
損

5,
41
8
棟
、
浸

水
家
屋

4
,0
09
棟
な

ど
、
甚
大

な
被
害

を
も
た

ら
し
た

。
 

 昭
和

5
1
年

９
月

の
台

風
17

号
に

よ
る

洪
水

で
、

大
門

地
点

で
は

2,
64
6m
3/
s
の

流
量

を
記

録

し
、

こ
の

洪
水

に
よ

り
、

加
越

能
鉄

道
庄

川
橋
梁

が
落

橋
す

る
な

ど
、

流
域

内
で

は
流

失
家

屋

８
棟
、
浸

水
家
屋

42
棟
、

農
地
・

宅
地
の
浸

水
11
h
aの

被
害
が
発

生
し
た

。
 

 

近
年

で
は

、
平

成
16

年
1
0
月

の
台

風
2
3
号

に
よ

っ
て

上
流

の
岐

阜
県

で
3
5
9m
m
の

降
雨

を
記

録
し

、
大

門
地

点
で

は
観

測
史

上
最

高
水
位

7
.
68
m
、

最
大
流

量
3,
39
6m
3
/
s
を
記

録
し

た
。
堤

防
や

河
岸

に
洗

掘
・

侵
食

に
よ

る
多

大
な

被
害
が

発
生

し
、

高
岡

市
、

新
湊

市
（

現
射

水
市

）
、

大
門
町
（

現
射
水

市
）
で

約
2,
80

0人
に

避
難
勧

告
が
発

令
さ
れ

た
。
 

 

②
河

川
改
修
の

状
況
 

平
成

20
年

７
月

に
策

定
し

た
「
庄

川
水

系
河

川
整

備
計

画
（

大
臣

管
理

区
間

）
」

で
は

、
洪

水
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

又
は

軽
減

に
関
す

る
目

標
と

し
て

、
「

戦
後

最
大

洪
水

に
相

当

す
る

規
模

の
洪

水
（

基
準

地
点

雄
神

で
4
,2
00
m3
/s

）
を

計
画

高
水
位

（
H.

W.
L
）

以
下

で
安

全

に
流

下
」

さ
せ

る
と

と
も

に
、

「
急

流
河

川
特
有

の
流

水
の

強
大

な
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
対

す
る

堤

防
の
安
全

の
確
保

」
を
可

能
と
す

る
た
め
の

整
備
を
進

め
る
と
し

て
い
る

。
 

現
状

で
は

、
背

後
地
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

、
堤

防
整

備
及

び
急

流
河

川
対

策
等

が
実

施
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

流
下

能
力

が
不

足
し

て
い
る

箇
所

な
ど

が
存

在
し

て
お

り
、

洪
水

に
対

し

安
全
に
流

下
で
き

る
状
態

に
は
な

っ
て
い
な

い
。
 

  
 

 

6 
 

庄
川
で
の

主
な
課

題
は
、

以
下
の

と
お
り

で
あ
る
。

 

１
）

庄
川

は
、

我
が

国
有

数
の

急
流

河
川

で
あ
り

、
洪

水
時

の
流

水
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
大

き
く

、

越
流
以
外

に
侵
食

や
洗
掘

に
よ
り

堤
防
が

決
壊
す
る

危
険
が
あ

る
。
 

２
）

洪
水

毎
に

河
川

の
澪

筋
が

変
化

し
、

洪
水
の

流
れ

が
複

雑
な

た
め

、
侵

食
の

発
生

箇
所

を

予
測
す
る

こ
と
が

困
難
で

あ
る
。
 

３
）

庄
川

下
流

域
の

低
平

地
は

扇
状

地
形

と
な
っ

て
い

る
た

め
、

堤
防

の
決

壊
等

に
よ

る
浸

水

域
が
広
範

囲
と
な

り
、
短

時
間
で

氾
濫
域

が
拡
大
す

る
。
 

４
）

新
た

に
公

表
し

た
洪

水
浸

水
想

定
区

域
内
に

は
、

新
高

岡
駅

周
辺

を
は

じ
め

人
口

が
集

中

(
約

８
万
人
に

影
響
)
す
る

市
街
地

が
形
成

さ
れ
、
住

居
、
商

業
、
産

業
が
集
積

し
て
い
る

。
 

５
）

ま
た

、
市

役
所

を
は

じ
め

主
要

な
公

共
施

設
及

び
国

道
８

号
、

15
6
号

な
ど

の
主

要
幹

線

道
路

、
緊

急
輸

送
道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時

間
で

浸
水

し
、

社
会

経
済

が
大

き
な

打
撃

を
受

け
る
お
そ

れ
が
あ

る
。
 

 ■
取
組
の

方
向
性
 

今
後

、
気

候
変

動
に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

こ
れ

ら
の

課
題
に

対
し

て
、

行
政

や
住

民
等

の
各

主
体

が
意

識

を
変

革
し

、
社

会
全

体
で

洪
水

氾
濫

に
備

え
る
必

要
が

あ
り

、
本

協
議

会
お

い
て

は
、

想
定

し

得
る

最
大

規
模

の
洪

水
に

対
し

「
川

や
市

街
地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か

つ
確

実
な

避
難

」
や

「
社

会
経

済
被

害
の

最
小
化

」
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

、
主

に
以

下
の

取

組
を
行
う

も
の
と

す
る
。
 

 

・
ハ

ー
ド

対
策

と
し

て
、

洪
水

を
河

川
内

で
安
全

に
流

す
た

め
の

流
下

能
力

対
策

、
侵

食
・

洗

掘
対

策
、

浸
透

対
策

及
び

パ
イ
ピ

ン
グ

対
策

、
越

水
が

発
生

し
た

場
合

で
も

決
壊

ま
で

の
時

間
を

少
し

で
も

引
き
延
ば

す
｢
危

機
管
理

型
ハ
ー

ド
対

策
｣
と

し
て
堤

防
天

端
の

保
護

及
び

裏

法
尻

の
補

強
、

円
滑
な

避
難

活
動

や
水

防
活

動
等

に
資

す
る

CC
TV
カ

メ
ラ

や
水

位
計

等
の
整

備
 
な
ど
 

 ・
ソ

フ
ト

対
策

と
し

て
、

各
関

係
機

関
が

参
画
し

た
「

庄
川

・
小

矢
部

川
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
検

討

会
」
に

お
け

る
河
川

の
特

性
等

を
踏

ま
え
た
大

規
模

水
害
時

の
タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
策
定

、
洪

水
浸
水

想
定

区
域
図

を
踏

ま
え

て
、

家
屋
倒
壊

等
氾

濫
想
定

区
域
、

浸
水

深
や

氾
濫
流

の
流

速
等
よ

り
、

そ
の
場

に
留

ま
ら

な
い

「
立
ち
退

き
避

難
区
域

」
の
検

討
及

び
ハ

ザ
ー
ド

マ
ッ

プ
へ
の
反

映
、
浸

水
継
続

時
間
の
短

縮
を
図
る

た
め
の
排

水
計
画

の
検
討

 
な
ど
 

 こ
の

よ
う

な
取

組
を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
「

水
防

災
意

識
社

会
」

の
再

構
築

を
目

指
す

も
の
と
す

る
。
 

4
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 ４

．
現
状

の
取
組

状
況
 

庄
川
流
域

に
お
け

る
減
災
対

策
に
つ
い

て
、
各
構

成
員
で

現
状
を

確
認
し

課
題
を

抽
出
し

た
結
果
、

概
要
と

し
て
は

、
以
下

の
と
お

り
で
あ
る

。
（
別
紙

－
１
参
照

）
 

 

①
地
域
住

民
の
急

流
河
川

特
有
の

洪
水
の

理
解
に
関

す
る
事
項

 

※
○

：
現
状

、
●
：

課
題
（

以
下
同

様
）
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

急
流

河
川

特
有

の
洪

水

の
理
解
 

      

○
平

成
16
年

10
月

洪
水
に

よ
り

観
測

史
上

最
高

水
位

を
記
録

し
た

が
、

国
管

理
区

間
に

お
い

て
氾

濫
流

に
よ
る

浸
水

被

害
は

ほ
と

ん
ど

無
く

、
ま

た
、

近
年

は
氾

濫
被
害

が
発

生

し
て
い
な

い
。
 

●
治

水
事

業
の

進
展

等
に

よ
る

被
害

発
生

頻
度

の
減

少
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

防
災

意
識

が
低

い
状

況

で
あ
る
。
 

A
 

●
過

去
に

洪
水

や
氾

濫
被

害
を

経
験

し
て

い
る

人
が

少
な
く
な

っ
て
い

る
。
 

B
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②
情
報
伝

達
、
避

難
計
画

等
に
関

す
る
事

項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

洪
水

時
に

お
け

る
河

川

管
理

者
か

ら
の

情
報

提

供
等

の
内

容
及

び
タ

イ

ミ
ン
グ
 

       

○
庄

川
（
国

管
理

区
間
）

に
お

い
て

想
定

最
大

規
模

及
び
河

川
整

備
基

本
方

針
に

基
づ

く
計

画
規

模
の

外
力
に

よ
る

洪

水
浸

水
想

定
区

域
図

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所
の

HP
等

で

公
表
し
て

い
る
。
 

○
和

田
川
に

お
い

て
計
画

規
模

の
外

力
に

よ
る

浸
水

想
定
区

域
図
を
H
P
等
で
公

表
し
て

い
る
。
 

○
避

難
勧
告

の
発

令
判
断

の
目

安
と

な
る

氾
濫

危
険

情
報
の

発
表

等
の

洪
水

予
報

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所
と

気
象

台

の
共
同
で

実
施
し

て
い
る

。
 

○
富

山
県
管

理
区

間
（
和

田
川

）
で

は
、

水
位

到
達

情
報
の

提
供
に
よ

り
水
位

周
知
を

実
施
し
て

い
る
。
 

○
災

害
発
生

の
お

そ
れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道
事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達
（

ホ
ッ

ト

ラ
イ
ン
）

を
実
施

し
て
い

る
。
 

●
浸

水
想

定
区

域
図

等
が

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
と

し
て
認
識

さ
れ
て

い
な
い

こ
と
が
懸

念
さ
れ
る

。
 

●
中

小
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の
周

知
促

進
が

求
め
ら
れ

る
。
 

C
 

●
水

位
予

測
の

精
度

の
問

題
や

長
時

間
先

の
予

測
情

報
不

足
か

ら
、

水
防

活
動

の
判

断
や

住
民

の
避

難

行
動
の
参

考
と
な

り
に
く

い
。
 

D
 

  
 

5
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②
情
報
伝

達
、
避

難
計
画

等
に
関

す
る
事

項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

避
難

勧
告

等
の

発
令

基

準
 

 

○
地

域
防
災

計
画

に
具
体

的
な

避
難

勧
告

の
発

令
基

準
や
対

象
地

域
を

明
記

し
て

い
る

。
（

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案
）
に

基
づ
く

見
直
し

済
）
 

○
庄

川
本
川

（
国

管
理
区

間
）

に
お

け
る

避
難

勧
告

等
の
発

令
に

着
目

し
た

防
災

行
動

計
画

（
タ

イ
ム

ラ
イ
ン

）
を

作

成
し
て
い

る
。
 

●
避

難
勧

告
等

の
発

令
に

着
目

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
実

態
に

合
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

が
懸

念

さ
れ
る
。
 

●
警
戒
避

難
体
制

の
強
化
が

求
め
ら
れ

る
。
 

E
 

避
難
場
所

・
避
難

経
路
 

○
避

難
場
所

と
し

て
、
公

共
施

設
を

指
定

し
、

計
画

規
模
の

洪
水

に
対

す
る

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周
知

し
て

い

る
。
 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
者

数
の

増
加

や
避

難
場

所
、

避
難

経
路

が
浸

水
や

土
砂

災
害

が
発

生
す

る

場
合

に
は

、
住

民
の

避
難

が
適

切
に

行
え

な
い

こ

と
が
懸
念

さ
れ
る

。
 

F
 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
場

所
周

辺
の

浸
水

継
続

時
間

が
長

期
に

渡
る

場
合

に
は

、
住

民
等

が
長

期

に
わ
た
り

孤
立
す

る
こ
と

が
懸
念
さ

れ
る
。
 

G
 

●
避

難
に

関
す

る
情

報
は

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
が

、
住

民
等

に
十

分
に

認
知

さ

れ
て
い
な

い
お
そ

れ
が
あ

る
。
 

H
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②
情
報
伝

達
、
避

難
計
画

等
に
関

す
る
事

項
 

項
 
目
 

現
状
○
と

課
題
●
 

住
民

等
へ

の
情

報
伝

達

の
体
制
や

方
法
 

○
防

災
行

政
無

線
に

よ
る

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

及
び

避
難

勧
告

等

の
放

送
、

災
害

情
報

や
緊

急
速

報
の

メ
ー

ル
配

信
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

緊
急

告
知

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
、

広
報

車
に

よ
る

周
知

、
報

道
機
関
へ

の
情
報

提
供
等

を
実
施

し
て
い

る
。
 

○
河

川
管
理

者
、

ダ
ム
管

理
者

等
か

ら
WE
B
等
を

通
じ
た

河
川

水
位

、
ダ

ム
放

流
、

ラ
イ

ブ
映

像
情

報
な

ど
を

住
民

等
に

情
報
提
供

し
て
い

る
。
 

○
平

成
2
8
年

８
月

に
富

山
県

総
合

防
災

シ
ス

テ
ム

を
更

新

し
、

Ｌ
ア

ラ
ー

ト
等

を
活

用
し

て
報

道
機

関
と

連
携

し
た

住
民

等
へ

の
情

報
提

供
（

災
害

対
策

本
部

設
置

、
避

難
勧

告
、
被
害

情
報
等

）
を
開

始
し
た

。
 

●
大

雨
・

暴
風

に
よ

り
防

災
行

政
無

線
が

聞
き

取
り

に

く
い

状
況

や
浸

水
に

よ
る

停
電

に
よ

り
情

報
発

信
で

き
な
い
お

そ
れ
が

あ
る
。
 

I
 

●
W
E
B
等

に
よ

り
各

種
情

報
を

提
供

し
て

い
る

が
、

住

民
自

ら
が

情
報

を
入

手
す

る
ま

で
に

至
っ

て
い

な
い

懸
念
が
あ

る
。
 

J
 

●
災

害
時

に
国

・
県

・
市

に
お

い
て

W
EB

や
メ

ー
ル

配

信
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

が
、

一
部

の
利

用
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
た

め
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い
、
利

用
者
の

拡
大
が

求
め
ら

れ
て
い

る
。
 

ま
た

、
大

規
模

工
場

等
が

被
害

を
受

け
た

場
合

、
社

会
的
影
響

が
大
き

い
懸
念

が
あ
る

。
 

K
 

●
住

民
の

避
難

行
動

の
判

断
に

必
要

な
氾

濫
原

を
共

有

す
る

他
水

系
の

防
災

情
報

や
切

迫
が

伝
わ

る
ラ

イ
ブ

映
像
等
が

提
供
で

き
て
い

な
い
懸

念
が
あ

る
。
 

L
 

●
水

害
・

土
砂

災
害

関
連

の
記

者
発

表
内

容
や

情
報

提

供
サ

イ
ト

等
に

つ
い

て
、

内
容

や
用

語
の

分
か

り
や

す
さ
に
懸

念
が
あ

る
。

 
L
1 

●
住

民
の

避
難

行
動

（
水

害
・

土
砂

災
害

）
の

た
め

の

ト
リ

ガ
ー

と
な

る
情

報
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
懸

念
が
あ
る

。
 

L
2 

6
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②
情
報
伝

達
、
避

難
計
画

等
に
関

す
る
事

項
 

項
 
目
 

現
状
○
と

課
題
●
 

避
難
誘
導

体
制
 

○
避

難
誘

導
は

、
警

察
、

消
防

機
関

、
自

主
防

災
組

織
、

水

防
団
員
（

消
防
団

員
）
と

協
力
し

て
実
施
し

て
い
る
。

 

●
災

害
時

の
具

体
的

な
避

難
支

援
や

避
難

誘
導

体
制

が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
特

に
要

配
慮

者
等

の
迅

速
な
避
難

が
確
保

で
き
な

い
お
そ

れ
が
あ

る
。
 

M
 

 ③
水
防
に

関
す
る

事
項
 

項
 
目
 

現
状
○
と

課
題
●
 

河
川

水
位

等
に

係
る

情

報
提
供
 

     

○
国

土
交

通
省

、
富

山
県

が
基

準
観

測
所

の
水

位
に

よ
り

水

防
警

報
を

発
表

し
て

い
る

。
水

防
団

員
へ

は
Ｆ

Ａ
Ｘ

等
に

よ
り
情
報

提
供
し

て
い
る

。
 

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）

を
し
て

い
る
。
 

●
急

流
河

川
で

は
、

洪
水

毎
に

澪
筋

が
変

化
し

、
洪

水
の

流
れ

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
適

切
に

水

防
活

動
を

実
施

す
べ

き
箇

所
を

特
定

し
、

共
有

す

る
こ
と
が

必
要
で

あ
る
。
 

N 

●
急

流
河

川
の

特
性

や
水

防
活

動
に

時
間

を
要

す
る

現
地

の
特

性
等

も
踏

ま
え

た
、

迅
速

か
つ

適
切

な

水
防
活
動

に
懸
念

が
あ
る

。
 

O 
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③
水
防
に

関
す
る

事
項
 

項
 
目
 

現
状
○
と

課
題
●
 

河
川
の
巡

視
区
間
 

       

○
出

水
期

前
に

、
自

治
体

、
水

防
団

等
と

重
要

水
防

箇
所

の

合
同

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
出

水
時

に
は

、
水

防
団

等
と

河
川

管
理

者
が

そ
れ

ぞ
れ

河
川

巡
視

を
実

施
し

て
い
る
。
 

○
地

域
防

災
計

画
に

よ
り

、
浸

水
被

害
が

予
想

さ
れ

る
箇

所

を
巡
回
し

、
現
状

把
握
に

努
め
て
い

る
。
 

●
河

川
巡

視
等

で
得

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

水
防

団
等

と
河

川
管

理
者

で
共

有
が

不
十

分
で

あ
り

、

適
切
な
水

防
活
動

に
懸
念

が
あ
る

。
 

P 

●
水

防
団

員
が

減
少

・
高

齢
化

等
し

て
い

る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
の

受
け

持
ち

区
間

全
て

を
回

り
き

れ
な

い

こ
と
や
、

定
時
巡

回
が
で

き
な
い

状
況
に

あ
る
。
 

Q 

●
水

防
活

動
を

担
う

水
防

団
員

（
消

防
団

員
）

は
、

水
防

活
動

に
関

す
る

専
門

的
な

知
見

等
を

習
得

す

る
機

会
が

少
な

く
、

的
確

な
水

防
活

動
が

で
き

な

い
こ
と
が

懸
念
さ

れ
る
。
 

R 

水
防

資
機

材
の

整
備

状

況
 

  

○
各

機
関

の
水

防
倉

庫
等

に
水

防
資

機
材

を
備

蓄
し

て
い

る
。
 

●
水

防
資

機
材

の
不

足
、

劣
化

状
況

の
確

認
、

各
機

関
の

備
蓄

情
報

の
共

有
等

が
不

十
分

で
あ

り
、

適

切
な
水
防

活
動
に

懸
念
が

あ
る
。
 

●
水

防
団

員
の

高
齢

化
や

人
数

の
減

少
に

よ
り

従
来

の
水

防
工

法
で

は
迅

速
に

実
施

で
き

る
か

懸
念

が

あ
る
。
 

S 

●
鬼

怒
川

で
の

堤
防

決
壊

箇
所

の
復

旧
内

容
を

踏
ま

え
、

庄
川

で
の

堤
防

決
壊

時
の

資
機

材
に

つ
い

て
、

配
備

箇
所

の
見

直
し

を
含

め
た

再
確

認
が

必

要
で
あ
る

。
 

T 

  
 

7
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④
氾
濫
水

の
排
水

、
施
設

運
用
等

に
関
す

る
事
項
 

項
 
目
 

現
状
○
と

課
題
●
 

排
水

施
設

、
排

水
資

機

材
の
操
作

・
運
用
 

    

○
排

水
ポ

ン
プ

車
や

照
明

車
等

の
災

害
対

策
車

両
・

機
器

に

お
い

て
平

常
時

か
ら

定
期

的
な

保
守

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

機
械

を
扱

う
職

員
等

へ
の

訓
練

・
教

育
も

実
施

し
、

災
害
発
生

に
よ
る

出
動
体

制
を
確

保
し
て

い
る
。
 

○
樋

門
・

陸
閘

の
操

作
点

検
を

出
水

期
前

に
実

施
し

て
い

る
。
 

○
雨

水
ポ

ン
プ

場
等

に
よ

る
排

水
活

動
及

び
ポ

ン
プ

委
託

に

よ
る
内
水

排
除
対

策
を
実

施
し
て

い
る
。
 

●
排

水
す

べ
き

水
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

く
、

現
状

の
施

設
配

置
計

画
で

は
、

今
後

想
定

さ
れ

る
大

規

模
浸

水
に

対
す

る
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

に

向
け
た
対

応
を
行

え
な
い

懸
念
が

あ
る
。
 

U 

●
現

状
に

お
い

て
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

の
た

め
に

有
効

な
排

水
計

画
が

な
い

た
め

、
既

存
の

排

水
施

設
、

排
水

系
統

も
考

慮
し

つ
つ

排
水

計
画

を

検
討
す
る

必
要
が

あ
る
。
 

V 

既
存

ダ
ム

に
お

け
る

洪

水
調
節
の

現
状
 

○
洪
水
調

節
機
能

を
有
す

る
境
川

ダ
ム
、

利
賀
川

ダ
ム
、
和

田
川
ダ
ム

な
ど
で

、
洪
水

を
貯
留

す
る
こ

と
に
よ

り
、
下

流
域
の
被

害
を
軽

減
さ
せ

て
い
る

。
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⑤
河
川
管

理
施
設

の
整
備
に

関
す
る
事

項
 

項
 
目
 

現
状
○
と

課
題
●
 

堤
防

等
河

川
管

理
施

設

の
現

状
の

整
備

状
況

及

び
今
後
の

整
備
内

容
 

○
急
流

河
川

対
策

と
し

て
、

河
川

の
洗
掘

や
侵
食

に
対

す
る

安
全

度
や

背
後

地
の

状
況

等
を

踏
ま

え
、

護
岸
等

の
整

備

を
推
進
し

て
い
る

。
 

○
計
画

断
面

に
満

た
な

い
堤

防
や

流
下
能

力
が
不

足
す

る
箇

所
に
対
し

、
堤
防

整
備
を

推
進
し
て

い
る
。
 

●
計

画
断

面
に

対
し

て
高

さ
や

幅
が

不
足

し
て

い
る

堤
防

や
流

下
能

力
が

不
足

し
て

い
る

箇
所

が
あ

り
、
洪
水

に
よ
り

氾
濫
す

る
お
そ

れ
が
あ

る
。
 

W
 

●
堤

防
の

漏
水

や
侵

食
・

洗
掘

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

や
土

砂
・

洪
水

氾
濫

に
対

す
る

リ
ス

ク
が

高

い
箇
所
が

存
在
し

て
い
る

。
 

X
 

●
今

後
、

気
候

変
動

に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る

な
か
で
、

被
害
の

軽
減
を

図
る
必

要
が
あ

る
。
 

Y
 

  
 

8
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 ５
．
減
災

の
た
め

の
目
標
 

 

急
流

河
川

特
有

の
洪

水
の

理
解

や
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

、
水

防
活

動
の

実
施

、
氾

濫
水

の
排

水
等

の
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

各
構

成
員

が
連

携
し

て
平

成
3
2

年
度

ま
で

に
達

成
す

べ
き

減

災
目

標
は

以
下

の
と

お
り

と
し

た
。

 

 

 
【５

年
間

で
達

成
す

べ
き

目
標

】
 

 
氾

濫
流

の
流

れ
が

速
く

、
砺

波
・
高

岡
・
射

水
市

街
地

を
含

む
広

範
囲

に

拡
散

す
る

扇
状

地
河

川
特

有
の

地
形

特
性

を
踏

ま
え

、
庄

川
の

大
規

模
水

害
に

対
し

、
『
川

や
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

の
理

解
と

そ
れ

に
よ

る
迅

速
か

つ

確
実

な
避

難
』『

社
会

経
済

被
害

の
最

小
化

』を
目

標
と

す
る

。
 

 
※

 
大

規
模

水
害

・・
・・

・想
定

し
得

る
最

大
規

模
降

雨
に

伴
う

洪
水

氾
濫

に
よ

る
被

害
。
 

 
※

 
川

を
流

れ
る

洪
水

・・
・・

水
位

が
急

激
に

上
昇

す
る

。
流

れ
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

大
き

く
、

予
測

困
難

な
堤

防
の

侵
食

が
発

生
す

る
。
 

 
※

 
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

・
・・

・・
一

旦
堤

防
が

決
壊

す
る

と
勢

い
の

あ
る

水
が

短
時

間
で

市
街

地
に

広
が

る
。
 

 
※

 
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

・・
・
・・

水
深

が
浅

く
て

も
歩

行
で

き
な

い
状

況
と

な
る

前
に

安
全

な
場

所
へ

の
避

難
。
 

 
※

 
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
・
・・

・・
大

規
模

水
害

に
よ

る
社

会
経

済
被

害
を

軽
減

し
、

早
期

に
経

済
活

動
を

再
開

で
き

る
状

態
。
 

 上
記

目
標

の
達
成

に
向
け

、
庄

川
な

ど
に

お
い

て
、

河
川

管
理

者
が

実
施

す
る

堤
防

整
備

等
の

洪
水

を
安

全
に

流
す

対
策

に
加

え
、

以
下

の
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
 

 

①
急
流
河

川
特
有

の
洪
水

現
象
に

つ
い
て
理

解
を
頂
く

た
め
の
周

知
・
理

解
促
進

の
取
り

組
み
 

②
庄

川
の

特
性

を
踏

ま
え

た
大

規
模

水
害

に
お

け
る

避
難

行
動

の
た

め
の

取
り

組
み

 

③
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

軽
減

や
避

難
時

間
確

保
の

た
め

の
水

防
活

動
等

の
取

り
組

み
 

④
一

刻
も

早
く
社

会
経

済
活

動
を

回
復

さ
せ

る
た

め
の

排
水

活
動

の
取

り
組

み
 

 【
「
水
防

災
意
識

社
会
」

の
再
構

築
に
向
け

た
緊
急
行

動
計
画
に

よ
る
取

組
の
追

加
】
 

平
成

3
1
年

1
月

に
改
定

さ
れ
た

緊
急
行

動
計
画

に
基
づ

き
、
上

記
「
5
年
間

で
達
成
す

べ
き
 

目
標
」
に

含
ま
れ

て
い
な

い
目
標

に
つ
い
て

追
加
し
て

取
り
組
む

も
の
と

す
る
。
 

 
追
加
改

訂
 
令

和
2
年

5
月
 

日
 

 
 
 
 

 
令
和

2
年
度

 
常
願

寺
川
、
神

通
川
、
庄

川
及
び
小

矢
部
川

等
 

大
規

模
氾
濫
に

関
す
る
減

災
対
策

協
議
会
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 ６
.概

ね
５
年
で

実
施
す

る
取
組
 

 
氾

濫
が

発
生

す
る

こ
と

を
前

提
と

し
て

、
社

会
全

体
で

、
常

に
こ

れ
に

備
え

る
「

水
防

災
 

意
識

社
会

」
を

再
構
築

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
各

構
成

員
が

取
り

組
む

主
な

内
容

は
次

の
と

お
り
で
あ

る
。
（

別
紙
－

２
参
照

）
 

 

１
）
ハ
ー

ド
対
策

の
主
な

取
組
 

 
各

参
加

機
関

が
実

施
す

る
ハ

ー
ド

対
策

の
う
ち

、
主

な
取

組
項

目
・

目
標

時
期

・
取

組
機

関

は
、
以
下

の
と
お

り
で
あ

る
。
 

 

主
な

取
組

項
目
 

課
題

の
 

対
応

 
目

標
時

期
 

取
組

機
関
 

■
洪

水
を

河
川

内
で

安
全

に
流

す
対

策
（

緊
4
1
）

 
 

 
 

 
＜

庄
川

＞
 

①
流

下
能
力

対
策

 
Ｗ

 
引

き
続

き
実

施
 

北
陸

地
整

 

 
②

侵
食

・
洗

掘
対

策
 

Ｘ
 

引
き

続
き

実
施

 
北

陸
地

整
 

 
③

浸
透

対
策

、
パ

イ
ピ

ン
グ
対

策
 

Ｘ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
 

 
④

堤
防

整
備

 
Ｗ

 
引

き
続

き
実

施
 

富
山

県
 

 
⑤

本
川

と
支

川
の

合
流

部
等
の

対
策

（
緊

4
2
）

 
Ｘ

 
引

き
続

き
実

施
 

富
山

県
 

 
⑥

多
数

の
家

屋
や

重
要

施
設
等

の
保

全
対

策
（

緊
4
3
）

 
Ｘ

 
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

 
⑦

土
砂

・
洪

水
氾

濫
へ

の
対
策

（
緊

4
5
）
 

Ｘ
 

順
次

実
施

 
富

山
県

 

■
危

機
管

理
型

ハ
ー

ド
対

策
 

 
＜

庄
川

＞
 

⑧
堤

防
天

端
の

保
護

（
緊

2
6）

 

⑨
堤

防
裏

法
尻

の
補

強
（

緊
2
6
）
 

Ｙ
 

引
き

続
き

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

■
避

難
行

動
、

水
防

活
動

、
排

水
活

動
に

資
す

る
基

盤
等

の
整

備
 

 
⑩

新
技

術
を

活
用

し
た

水
防
資

機
材

の
検

討
及

び
配

備
 

Ｏ
，

Ｒ

Ｔ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
検

討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑪

円
滑

な
避

難
活

動
や

水
防

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

 

C
C
T
V
カ

メ
ラ

、
簡

易
型

河
川

監
視

用
カ

メ
ラ

、
簡

易
水

位
計

、
危

機
管

理
型

水
位

計
や

量
水

標
等

の
設

置
 

Ｌ
，

Ｎ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら
順

次
整

備
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

 
⑫

洪
水

予
測

や
水

位
情

報
の

提
供

強
化

（
ダ

ム
放

流
警

報
設

備
等

の
耐

水
化

や
改

良
等

、
水

文
観

測
所

の
停

電

対
策

）
（
緊

2
5
）

 

Ｉ
 

引
き

続
き

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

 

 
⑬

応
急

的
な

退
避

場
所

の
確
保

(
緊

2
8
)
 

Ｆ
 

令
和

２
年

度
か

ら

検
討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市
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   ２
）
ソ
フ

ト
対
策

の
主
な

取
組
 

 
各

参
加

機
関

が
実

施
す

る
ソ

フ
ト

対
策

の
う
ち

、
主

な
取

組
項

目
・

目
標

時
期

・
取

組
機

関

に
つ
い
て

は
、
以

下
の
と

お
り
で

あ
る
。
 

 ①
 急

流
河

川
特
有
の

洪
水
を

理
解
す

る
た
め

の
周
知

・
理
解

促
進
の

取
組
 

急
流

河
川

特
有

の
洪
水

特
性

や
氾

濫
流

等
に

よ
り

避
難

行
動

の
遅

れ
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

住
民

の
洪

水
に

対
す

る
周

知
・

理
解

促
進
に

資
す

る
た

め
の

取
組

と
し

て
、

以
下

の
と

お

り
実
施
す

る
。
 

 
⑭

市
町

村
庁

舎
や

災
害

拠
点

病
院

等
の

機
能

確
保

の
た

め
の

対
策

の
充

実
(
耐

水
化

、
非

常
用

発
電

等
の

整

備
)
(
緊

3
5
、

緊
4
0
)
 

Ｍ
 

順
次

検
討

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

富
山

市
、

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑮

重
要

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
確
保

（
緊

4
7
）
 

Ｆ
 

引
き

続
き

実
施

 
富

山
県
 

 
⑯

樋
門

等
の

施
設

の
確

実
な
運

用
体

制
の

確
保

(
緊

4
8
)
 

Ｙ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

主
な

取
組

項
目
 

課
題

の
 

対
応
 

目
標

時
期

 
取

組
機

関
 

■
平

時
か

ら
住

民
等

へ
の

周
知

・
教

育
・

訓
練

に
関

す
る

取
組

 

 
①

小
中

学
校

等
に

お
け

る
水

災
害

及
び

土
砂

災
害

教
育

を
実

施
（

緊
2
0
）

及
び

地
域

防
災

力
向

上
の

た
め

の
人

材
育

成
（

緊
2
4
）

 

Ａ
，

Ｂ

Ｃ
 

引
き

続
き

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
②

出
前

講
座

等
を

活
用

し
、

水
防

災
等

に
関

す
る

説
明

会
を

開
催

 
Ａ

，
Ｂ

Ｃ
 

引
き

続
き

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

富
山

市
、

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
③

効
果

的
な

「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
に

役
立

つ
広

報
や

資
料

を
作

成
・

配
布

 
Ａ

，
Ｂ

Ｊ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
④

自
治

会
や

地
域

住
民

が
参

加
し

た
洪

水
に

対
す

る
リ

ス
ク

の
高

い
箇

所
の

共
同

点
検

の
実

施
 

Ｃ
 

平
成

2
7
年

度
か

ら

順
次

、
毎

年
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑤

災
害

リ
ス

ク
の

現
地

表
示
（

緊
1
9
）

 
Ｅ

，
Ｆ

Ｇ
，

Ｈ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

富
山

市
、

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑥

住
民

の
防

災
意

識
を

高
め

、
地

域
の

防
災

力
の

向
上

を
図

る
た

め
の

自
主

防
災

組
織

の
充

実
及

び
地

域
包

括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

の
連

携
（

緊

2
2
）

 

Ｍ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市
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  ②
 迅

速
か

つ
確
実
な

避
難
行

動
の
た

め
の
取

組
 

住
民

自
ら

に
よ

る
情
報

の
収

集
、

住
民

の
避

難
行

動
に

資
す

る
た

め
の

情
報

発
信

等
の

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
住

民
の

適
切

な
避

難
行
動

に
資

す
る

た
め

の
取

組
と

し
て

、
以

下
の

と

お
り
実
施

す
る
。
 

 

 
⑦

避
難

訓
練

へ
の

地
域

住
民
の

参
加

促
進

（
緊

2
1
）

 

Ｍ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑧

住
民

一
人

一
人

の
避

難
計

画
・

情
報

マ
ッ

プ
の

作
成

促
進

（
緊

2
3
）
 

Ｍ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

主
な

取
組
項

目
 

課
題

の
 

対
応
 

目
標

時
期

 
取

組
機

関
 

■
情

報
伝

達
、

避
難

計
画

等
に

関
す

る
取

組
 

  

①
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

情
報

提
供

や
プ

ッ
シ

ュ
型

情
報

の
発

信
な

ど
防

災
情

報
の

充
実

、
出

水
期

前
に

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

等
の

連
絡

体
制

を
確

認
（

緊
2
）

 

危
険

レ
ベ

ル
の

統
一

化
等

に
よ

る
災

害
情

報
の

充
実

と
整

理
(
緊

7
) 

Ｉ
,
Ｊ

 

Ｋ
，

Ｌ
 

Ｌ
2
 

順
次

整
備
 

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
②

各
関

係
機

関
が

参
画

し
た

「
庄

川
・

小
矢

部
川

タ
イ

ム

ラ
イ

ン
検

討
会

」
に

お
け

る
急

流
河

川
の

特
性

を
踏

ま
え

た
大

規
模

水
害

時
の

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
事

前
防

災
計

画
）

の
策

定
と

検
証

及
び

改
善

 

Ｅ
 

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
③

想
定

最
大

規
模

も
含

め
た

決
壊

地
点

別
浸

水
想

定
区

域

図
、

家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
（

緊
1
2
）

等
の

公
表

 

（
浸

水
ナ

ビ
等

に
よ

る
公

表
）

 

適
切

な
土

地
利

用
の

促
進

（
緊

5
2
）
 

Ｆ
，

Ｇ
 

Ｈ
 

平
成

2
8
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

（
緊

1
2
）

、
 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
④

立
ち

退
き

避
難

が
必

要
な
区

域
及

び
避

難
方

法
の

検
討
 

Ｆ
，

Ｇ
 

Ｈ
，

Ｍ
 

平
成

2
8
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑤

参
加

市
町

村
に

よ
る

広
域

避
難

計
画

の
策

定
及

び
支

援

（
緊

1
3
）

 
Ｆ

，
Ｇ

 

平
成

2
8
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑥

広
域

的
な

避
難

計
画

等
を

反
映

し
た

新
た

な
洪

水
ハ

ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

策
定

・
周

知
・

活
用

（
緊

1
8
）

 
Ｅ

，
Ｆ

Ｇ
，

Ｈ
 

平
成

2
8
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑦

水
位

予
測

の
検

討
及

び
精
度

の
向

上
 

Ｄ
 

平
成

2
8
年
度

か
ら

検
討

 

北
陸

地
整
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  ※
 

庄
川

流
域

の
減

災
に
係

る
取
組

方
針

「
広
域

避
難
計

画
」

、
「

広
域
的

な
避

難
計
画

」
と

は
、

立
ち
退

き
避

難
を
行

う
際

、

地
域

、
地
形

、
被
害

な
ど

の
状
況

に
よ
っ

て
は

、
隣

接
市
町

村
へ

の
避
難

が
有

効
な

地
区
の

避
難

計
画
を

い
う

。
 

※
 

浸
水

ナ
ビ

と
は

、
自
宅

な
ど
の

調
べ
た

い
地

点
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ

サ
イ

ト
上
で

指
定

す
る
こ

と
に

よ
り

、
ど
の

河
川

が
氾
濫

し
た
場

合
に

浸
水
す

る
か
、

河
川

の
決
壊

後
ど
れ

く
ら

い
の

時
間
で

氾
濫

水
が
到

達
す

る
か

、
浸
水

し
た

状
態
が

ど
れ

く
ら

い
の
時
間

継
続

す
る
か

等
を
ア

ニ
メ

ー
シ
ョ

ン
や
グ

ラ
フ

で
表

示
す
る

シ
ス

テ
ム
を

い
う

。
 

※
 

警
報

級
の

現
象

と
は
、

ひ
と
た

び
起
こ

れ
ば

社
会
的

に
大

き
な

影
響
を

与
え

る
現
象

を
い

う
。

 

   
 

 
⑧

気
象

情
報

発
信

時
の

「
危

険
度

の
色

分
け

」
や

「
警

報

級
の

現
象

」
等

の
改

善
 

Ｌ
 

平
成

2
9
年
度

か
ら

実
施

 

気
象

台
 

 
⑨

水
位

周
知

河
川

以
外

の
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の

周
知

促
進

(
緊

5
)
 

Ｃ
 

令
和

２
年
か

ら
検

討
 

富
山

県
 

 
⑩

住
民

自
ら

の
行

動
に

結
び

つ
く

水
害

・
土

砂
災

害
ハ

ザ

ー
ド

・
リ

ス
ク

情
報

の
共

有
(
緊

6
) 

L
1
 

令
和

２
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

 

 
⑪

洪
水

予
測

や
河

川
水

位
の
状

況
に

関
す

る
解

説
(
緊

8
)
 

 
L
、

L
1
 
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

 

 
⑫

防
災

施
設

の
機

能
に

関
す
る

情
報

提
供

の
充

実
(
緊

9
)
 

L
1
 

令
和

元
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
気

象
台

、
富

山
県

 

 
⑬

ダ
ム

放
流

情
報

を
活

用
し
た

避
難

体
系

の
確

立
(
緊

1
0
) 

L
2
 

令
和

元
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

富
山

県
、

気
象

台
 

 
⑭

浸
水

実
績

等
の

周
知

（
緊
1
7
）
 

Ｃ
 

令
和

２
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

富
山

県
、

富
山

市
、

高
岡

市
、

 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑮

市
町

村
庁

舎
や

災
害

拠
点

病
院

等
の

施
設

関
係

者
へ

の

情
報

伝
達

の
充

実
（

緊
3
4
）
 

Ｍ
 

引
き

続
き
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市
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 ③
 洪

水
氾

濫
に
よ
る

被
害
の

軽
減
及

び
避
難

時
間
の

確
保
の

た
め
の

水
防
活

動
等
の

取
組
 

水
防

団
等

と
の

情
報
共

有
の

不
足

や
、

要
配

慮
者

利
用

施
設

等
の

自
衛

水
防

へ
の

支
援

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
水

防
活

動
に

対
す

る
情
報

共
有

や
支

援
に

資
す

る
た

め
の

取
組

と
し

て
、

以
下
の
と

お
り
実

施
す
る

。
 

主
な

取
組

項
目

 
課

題
の

 

対
応

 
目

標
時

期
 

取
組

機
関

 

■
水

防
活

動
の

効
率

化
及

び
水

防
体

制
の

強
化

に
関

す
る

取
組

 

 
①

水
防

団
等

へ
の

連
絡

体
制

の
確

認
と

首
長

も
参

加
し

た
実

践
的

な
情

報
伝

達
訓

練
の

実
施

 
Ｐ

 

引
き

続
き
毎

年
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
②

自
治

体
関

係
機

関
や

水
防

団
が

参
加

し
た

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
の

高
い

箇
所

の
合

同
巡

視
の

実
施

（
緊

30
）

 
Ｎ

，
Ｏ

 

Ｐ
 

引
き

続
き
毎

年
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
③

毎
年

、
関

係
機

関
が

連
携

し
た

水
防

実
働

訓
練

等
を

実
施

（
緊

3
2
）

 
Ｒ

，
Ｓ

 

引
き

続
き
毎

年
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
④

水
防

活
動

の
担

い
手

と
な

る
水

防
団

員
・

水
防

協
力

団
体

の
募

集
・

指
定

を
促

進
（

緊
3
1
）
 

Ｑ
，

Ｓ
 
引

き
続

き
実

施
 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑤

国
・

県
・

自
治

体
職

員
等

を
対

象
に

、
水

防
技

術
講

習
会

を
実

施
 

Ｒ
 

引
き

続
き
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑥

大
規

模
災

害
時

の
復

旧
活

動
の

拠
点

等
配

置
計

画
の

検
討

を
実

施
 

Ｔ
 

平
成

2
8
年
度

か
ら

検
討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

 
⑦

ダ
ム

等
の

洪
水

調
節

機
能

の
向

上
・

確
保

（
緊

4
6
）

 

Ｘ
 

令
和

２
年
度

か
ら

順
次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

利
水

ダ
ム

管
理

者
 

 
⑧

河
川

管
理

の
高

度
化

（
緊

4
9
）

 
Ｎ

，
Ｐ

 

Ｏ
 

令
和

２
年
度

か
ら

順
次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

■
要

配
慮

者
利

用
施

設
や

大
規

模
工

場
等

の
自

衛
水

防
の

推
進

に
関

す
る

取
組

 

 
⑨

要
配

慮
者

利
用

施
設

に
よ

る
避

難
確

保
計

画
の

作
成

に
向

け
た

支
援

及
び

避
難

訓
練

を
実

施
（

緊
14
）

 
Ｍ

 

平
成

2
8
年
度

か
ら

順
次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

 

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

⑩
大

規
模

工
場

等
へ

の
浸

水
リ

ス
ク

の
説

明
と

水
害

対
策

等

の
啓

発
活

動
 

Ｋ
 

平
成

2
8
年
度

か
ら

順
次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

砺
波

市
 

 
⑪

早
期

復
興

を
支

援
す

る
事

前
の

準
備

（
民

間
企

業
Ｂ

Ｃ
Ｐ

策
定

支
援

）
（

緊
36
）

 
Ｋ

 

順
次

検
討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市
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 ④
 社

会
経

済
活
動
を

取
り
戻

す
た
め

の
排
水

活
動
及

び
施
設

運
用
の

強
化
 

現
状

の
ポ

ン
プ

車
配
置
計

画
で

は
大

規
模

浸
水
の

対
応

が
行
え

な
い

等
の
懸

念
が

あ
る

た
め

、

確
実
な
住

民
避
難

等
に
資

す
る
取

組
と
し
て

、
以
下
の

と
お
り
実

施
す
る

。
 

  
 

主
な

取
組

項
目
 

課
題

の
 

対
応

 
目

標
時

期
 

取
組

機
関

 

■
救

援
・

救
助

活
動

の
効

率
化

に
関

す
る

取
組

 

 
①

大
規

模
災

害
時

の
救

援
・
救

助
活

動
等

支
援

の
た

め
の
拠

点
等

配
置
計

画
の

検
討

を
実
施

 
Ｇ

，
Ｕ

 

平
成

2
8
年

度

か
ら

検
討

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

■
排

水
計

画
（

案
）

の
作

成
及

び
排

水
訓

練
の

実
施

 

 
②

大
規

模
水

害
を

想
定

し
た

庄
川

排
水

計
画

（
案

）
の

検
討

を
実

施
 

Ｕ
，

Ｖ
 

平
成

2
8
年

度

か
ら

検
討

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
③

地
下

街
が

浸
水

し
た

場
合

の
排

水
計

画
（

案
）

の
検

討
を

実
施
 

Ｖ
 

平
成

2
8
年

度

か
ら

検
討

 

北
陸

地
整

、
高

岡
市

 

 
④

排
水

ポ
ン

プ
車

の
出

動
要

請
の

連
絡

体
制

等
を

整
備

 

Ｖ
 

引
き

続
き

毎

年
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑤

関
係

機
関

が
連

携
し

た
排

水
実

働
訓

練
の

実
施

 

Ｙ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

富
山

市
、

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市
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 ７
．
フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ
 

  
各

機
関

の
取

組
内

容
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て

、
防

災
業

務
計

画
や

地
域

防
災

計
画

、

河
川

整
備

計
画

等
に

反
映

す
る

こ
と

な
ど

に
よ
っ

て
責

任
を

明
確

に
し

、
組

織
的

、
計

画
的

、

継
続
的
に

取
り
組

む
こ
と

が
重
要

で
あ
る
。

 

  
原

則
、

本
協

議
会

を
毎

年
出

水
期

前
に

開
催
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
必

要
に

応

じ
て

取
組

方
針

を
見

直
す

こ
と

と
す

る
。

ま
た
、

実
施

し
た

取
組

に
つ

い
て

も
訓

練
等

を
通

じ

て
習
熟
、

改
善
を

図
る
な

ど
、
継

続
的
な
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
行

う
こ
と

と
す
る

。
 

  
庄

川
で

は
、

想
定

最
大

規
模

の
外

力
に

よ
る
新

た
な

浸
水

想
定

区
域

図
を

公
表

し
て

ま
も

な

い
こ

と
か

ら
、

新
た

な
浸

水
想

定
区

域
図

に
基
づ

く
具

体
的

な
ソ

フ
ト

対
策

の
取

り
組

み
の

内

容
及

び
目

標
時

期
な

ど
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

に
つ
い

て
は

、
本

協
議

会
幹

事
会

を
通

じ
、

沿
川

自

治
体
と
の

間
で
取

り
組
み

の
具
体

化
を
図
る

こ
と
と
す

る
。
 

ま
た

、
今

後
、

全
国

で
作

成
さ
れ

る
他

の
取

組
方

針
の

内
容

や
技

術
開

発
の

動
向

等
を

収
集

し
た
上
で

、
随
時

、
取
組

方
針
を

見
直
す
こ

と
と
す
る

。
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「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

基
づ

く
 

 

小
矢

部
川

流
域
の

減
災

に
係
る

取
組

方
針

 
    

（
事

務
局

案
）

 
           

令
和

２
年

６
月

 

    常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及
び

小
矢

部
川

等
大

規
模

氾
濫

に
関
す

る
減

災
対
策

協
議

会
 

   

 

 
   

目
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1 
 １

．
は
じ

め
に
 

  
平

成
2
7
年
９

月
関

東
・

東
北

豪
雨

災
害

に
よ

り
、

鬼
怒

川
の

下
流

部
は

堤
防

が
決

壊
す
る

な
ど

、
氾

濫
流

に
よ

る
家

屋
の

倒
壊

・
流

失
や
広

範
囲

か
つ

長
期

間
の

浸
水

が
発

生
し

た
。

ま

た
、

こ
れ

ら
に

避
難

の
遅

れ
も

加
わ

り
、

近
年
の

水
害

で
は

類
を

見
な

い
ほ

ど
の

多
数

の
孤

立

者
が

発
生

し
た

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
国
土

交
通

大
臣

か
ら

社
会

資
本

整
備

審
議

会
会

長

に
対

し
て

「
大

規
模

氾
濫

に
対

す
る

減
災

の
た
め

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」

が
諮

問

さ
れ
、
平
成

2
7
年

12
月

10
日
に

「
大
規
模

氾
濫
に

対
す
る

減
災
の

た
め
の

治
水
対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

～
社

会
意

識
の

変
革

に
よ

る
「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
に

向
け

て
～

」

が
答
申
さ

れ
た
。
 

  
国

土
交

通
省

で
は

、
こ

の
答

申
を

踏
ま

え
、

新
た

に
「

水
防

災
意

識
社

会
 
再

構
築

ビ
ジ

ョ

ン
」

と
し

て
、

全
て

の
直

轄
河

川
と

そ
の

氾
濫

に
よ

り
浸

水
の

お
そ

れ
の

あ
る

市
町

村
（

10
9

水
系
、
7
3
0
市
町

村
）
に

お
い
て

、
平
成

32
年

度
を
目
途

に
水
防
災

意
識
社
会

を
再
構

築
す
る

取
組

を
行

う
こ

と
と

し
、

各
地

域
に

お
い

て
、
河

川
管

理
者

・
都

道
府

県
・

市
町

村
等

か
ら

な

る
協

議
会

等
を

新
た

に
設

置
し

て
減

災
の

た
め
の

目
標

を
共

有
し

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

対
策

を

一
体
的
・

計
画
的

に
推
進

す
る
こ

と
と
し
た

。
 

 

 
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

で
は

、
こ

の
「

水
防

災
意

識
社

会
 
再

構
築

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

基
づ

き
、

地
域

住
民

の
安

全
安
心

を
担

う
富

山
河

川
国

道
事

務
所

管
内

の
沿

川

５
市

１
町

１
村

（
富

山
市

、
高

岡
市

、
射

水
市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
立

山
町

、
舟

橋
村

）
、

富
山

県
、

富
山

地
方

気
象

台
、

北
陸

地
方

整
備
局

富
山

河
川

国
道

事
務

所
で

構
成

さ
れ

る
「

常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

大
規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会
」

（
以

下

「
本
協
議

会
」
と

い
う
。

）
を
平

成
28

年
4
月

2
1
日

に
設
立

し
た
。
 

 

そ
の

後
、

平
成

2
8
年

８
月

に
発

生
し

た
台

風
に

よ
る

豪
雨

災
害

に
お
い

て
中

小
河

川
に

お

い
て

も
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
こ

と
を

踏
ま
え

、
県

管
理

河
川

に
お

い
て

も
減

災
対

策
に

取

り
組

む
こ

と
と

な
り

、
上

市
川

、
白

岩
川

、
下
条

川
を

追
加

し
た

こ
と

か
ら

、
平

成
２

９
年

５

月
２

日
に

協
議

会
名

を
「

常
願

寺
川

、
神

通
川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

等
大

規
模

氾
濫

に
関

す

る
減

災
対

策
協

議
会

」
に

改
め

、
協

議
会

の
構
成

は
沿

川
６

市
２

町
１

村
（

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水
市
、

砺
波
市

、
小
矢

部
市
、

立
山
町
、

舟
橋
村
、

滑
川
市
、

上
市
町

）
と
な

っ
た
。
 

さ
ら
に
は

、
平
成

2
9
年

6
月
に

水
防
法
等

の
一
部
を

改
正
す
る

法
律
（

平
成

2
9
年
法

律
第

3
1
号
）
施

行
に
よ

り
新
た

に
大
規

模
氾
濫

減
災
協

議
会
制

度
が
創
設

さ
れ
た
こ

と
に
伴
い

、
本

協
議
会
の

規
約
を

改
正
し

、
水
防

法
に
基
づ

く
組
織
と

位
置
づ
け

ら
れ
た

。
 

 

 

2 
 本

協
議
会

で
は

、
小

矢
部

川
の

地
形

的
特

徴
や
被

害
状

況
、

現
状

の
取

組
状

況
の

共
有

を
図

る

と
と
も
に

、
主
な

水
防
災

上
の
課

題
と
し
て

以
下
を
抽

出
し
た
。

 

 １
）

小
矢

部
川

は
庄

川
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
た

扇
状

地
の

西
側

扇
端

付
近

に
沿

っ
て

蛇
行

し

な
が

ら
流

下
し

て
お

り
、

湾
曲

部
の

流
速

差
に

よ
り

粘
性

土
が

た
ま

り
や

す
く

、
現

況
堤

防
が

旧
河

道
上

に
築

堤
さ

れ
て

い
る

箇
所

が
多

い
こ

と
か

ら
、

浸
透

等
に

よ
り

堤
防

が
決

壊
す
る
危

険
が
あ

る
。
 

２
）

小
矢

部
川

で
は

短
時

間
降

雨
に

伴
い

家
屋

等
の

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
実

績
が

あ
り

、

急
激
に
水

位
が
上

昇
す
る

。
 

３
）

湾
曲

部
な

ど
の

水
衝

部
に

お
け

る
侵

食
や

洗
掘

な
ど

、
越

水
以

外
に

も
水

害
リ

ス
ク

が

高
い
箇
所

が
存
在

す
る
。
 

４
）

洪
水

浸
水

想
定

区
域

内
に

は
、

小
矢

部
市

や
高

岡
市

の
人

口
が

集
中

す
る

市
街

地
や

大

型
商
業
施

設
及
び

工
業
地

帯
等
が

集
積
し

て
い
る

。
 

５
）

ま
た

、
上

記
の

社
会

特
性

に
加
え

、
国

道
８

号
、

15
6
号

な
ど

の
主

要
幹

線
道

路
、

緊
急

輸
送

道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時

間
で

浸
水

し
、

社
会

経
済

が
大

き
な

打
撃

を
受

け
る

お
そ

れ
が
あ
る

。
 

 

こ
の

よ
う

な
課

題
に

対
し

、
本

協
議

会
に

お
い

て
は

、
『

庄
川

扇
状

地
扇

端
付

近
に

沿
っ

て
流

下
し

、
高

岡
・

小
矢

部
市

街
地

が
形

成
さ

れ
大

型
商

業
施

設
お

よ
び

工
業

地
帯

等
が

立

地
し

て
い

る
地

形
・

社
会

特
性

を
踏

ま
え

、
小

矢
部

川
で

の
大

規
模

水
害

に
対

し
、

「
川

や

市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か
つ

確
実

な
避

難
」

「
社

会
経

済
被

害

の
最

小
化

」
を

目
指

す
』

こ
と

を
目

標
と

定
め

、
平

成
3
2
年

度
ま

で
に

各
構

成
員

が
連

携
し

て
取

り
組

み
、

水
防

災
意

識
社

会
の

再
構

築
を

行
う

こ
と

と
し

て
、

小
矢

部
川

の
減

災
に

関

わ
る
地
域

の
取
組

方
針
（

以
下
「

取
組
方

針
」
と

い
う
。

）
を
と
り

ま
と
め
た

。
 

今
後

、
本

協
議

会
の

各
構

成
員

は
、

取
組

方
針

に
基

づ
き

連
携

し
て

減
災

対
策

に
取

り
組

み
、

毎
年

出
水

期
前

に
本

協
議

会
を

開
催

し
、

進
捗

状
況

を
定

期
的

に
確

認
す

る
な

ど
フ

ォ

ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行

う
こ
と

と
す
る

。
 

 
 

2
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 ２

．
本
協

議
会
の

構
成
員
 

  
本
協
議

会
の
参

加
機
関

及
び
構

成
員
は
以

下
の
と
お

り
で
あ
る

。
 

参
加
機
関
 

構
成
員
 

 富
山
市
 

高
岡
市
 

立
山
町
 

舟
橋
村
 

射
水
市
 

砺
波
市
 

小
矢
部
市
 

南
砺
市
 

滑
川
市
 

上
市
町
 

富
山
県
 
土
木

部
 
河
川
課
 

富
山
県
 
土
木

部
 
砂
防
課
 

富
山
県
 
富
山

土
木
セ
ン

タ
ー
 

富
山
県
 
富
山

土
木
セ
ン

タ
ー
 
立
山
土

木
事
務
所
 

富
山
県
 
高
岡

土
木
セ
ン

タ
ー
 

富
山
県
 
高
岡

土
木
セ
ン

タ
ー
 
小
矢
部

土
木
事
務

所
 

富
山
県
 
砺
波

土
木
セ
ン

タ
ー
 

 
富
山
地

方
気
象

台
 

 
北
陸
地

方
整
備

局
 富

山
河
川
国

道
事
務

所
 

 ＜
オ

ブ
ザ
ー
バ

ー
＞
 

 
西
日
本

旅
客
鉄

道
（
株

）
金
沢

支
社
 

 
あ
い
の

風
と
や

ま
鉄
道

（
株
）
 

 
北
陸
電

力
（
株

）
富
山

支
店
 

 
関
西
電

力
（
株

）
水
力

事
業
本

部
 
庄
川

水
力
セ
ン

タ
ー
 

 
電
源
開

発
（
株

）
中
部

支
店
 

 
国
土
地

理
院
 

北
陸
地

方
測
量

部
 

 
北
陸
地

方
整
備

局
 立

山
砂
防
事

務
所
 

 
北
陸
地

方
整
備

局
 神

通
川
水
系

砂
防
事

務
所
 

 
北
陸
地

方
整
備

局
 利

賀
ダ
ム
工

事
事
務

所
 

 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

村
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

課
 
 
長
 

課
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

気
象
台
長
 

所
 
 
長
 

      

 

4 
 ３

．
小
矢

部
川
の

概
要
と

主
な
課

題
 

（
１
）
流

域
・
地

形
の
特

徴
 

①
流
域

の
特
性

 

小
矢

部
川

は
富

山
県

西
部

に
位

置
し

、
そ

の
源

を
富

山
・

石
川

県
境

の
大

門
山

（
標

高

1
,
57
2
m
）
に

発
し

、
富
山
・

石
川

両
県

境
に

沿
っ

て
北

流
し

、
砺

波
平

野
を

出
て

、
南

砺
市

に

お
い

て
山

田
川

を
合

わ
せ

た
の

ち
小

矢
部

市
に
入

り
、

渋
江

川
、

小
撫

川
を

、
高

岡
市

に
お

い

て
祖

父
川

、
千

保
川

等
を

合
わ

せ
て

日
本

海
に

注
ぐ

、
幹

川
流

路
延

長
68
km

、
流

域
面

積

6
6
7k
m
2
の

一
級
河

川
で
あ

る
。
 

 流
域

は
富

山
、

石
川
両

県
の

６
市

か
ら

な
り

、
能

登
半

島
国

定
公

園
、

医
王

山
県

立
自

然
公

園
、

桜
ヶ

池
県

定
公

園
、

稲
葉

山
・

宮
島

峡
県
定

公
園

な
ど

豊
か

な
自

然
を

有
す

る
と

と
も

に
、

小
矢

部
川

の
水

質
は

良
好

で
、

地
下

水
と

合
わ
せ

て
砺

波
平

野
及

び
射

水
平

野
の

農
業

用
水

、

水
道

用
水

、
工

業
用

水
等

に
利

用
さ

れ
て

い
る
。

小
矢

部
川

流
域

内
に

は
、

北
陸

新
幹

線
、

あ

い
の

風
と

や
ま

鉄
道

、
北

陸
自

動
車

道
、

東
海
北

陸
自

動
車

道
、

能
越

自
動

車
道

、
一

般
国

道

８
号

、
15
6
号

等
の

基
幹

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
形

成
さ

れ
、

さ
ら

に
河

口
部

に
は

国
際

拠
点

港
湾
伏
木

富
山
港

（
伏
木

地
区
）

が
あ
る
な

ど
交
通
の

要
衝
と
な

っ
て
い

る
。
 

 ②
洪
水

・
氾
濫
の

特
性
 

下
流

部
の

大
半

が
平

野
部

を
流

れ
る

た
め

、
下

流
部

の
河

床
勾

配
は

約
1
/
1,
0
0
0
と

富
山

県

内
で

は
比

較
的

緩
や

か
で

あ
る

。
ま

た
、

左
岸
側

は
山

地
が

迫
っ

て
お

り
、

右
岸

側
は

庄
川

扇

状
地
の
末

端
に
位

置
す
る

た
め
氾

濫
流
は
拡

散
せ
ず
、

流
下
型
の

氾
濫
形

態
で
あ

る
。
 

 流
域

の
気

候
は

、
冬
期

に
お

け
る

寒
冷

積
雪

と
夏

期
の

高
温

多
湿

を
特

徴
と

し
た

四
季

の
変

化
が

は
っ

き
り

し
た

日
本

海
型

気
候

で
あ

り
、
年

間
降

水
量

は
上

流
域

に
向

か
っ

て
多

く
な

り
、

平
野

部
で

約
2,

00
0m
m
、

山
間
部

で
約

2,
6
00
m
m
を
超

え
る

。
ま
た

、
小

矢
部

川
流

域
は

、
梅

雨
、

台
風

、
冬

期
の

降
雪

と
年

間
を

通
じ

て
降

水
量
が

多
く

、
過

去
か

ら
幾

度
と

な
く

台
風

や
梅

雨

前
線
に
よ

る
洪
水

被
害
が

発
生
し

て
い
る
。

 

 小
矢

部
川

は
、

平
野

部
を

河
道
が

大
き

く
蛇

行
し

な
が

ら
流

下
す

る
た

め
、

水
衝

部
で

は
侵

食
や

洗
掘

な
ど

堤
防

が
被

災
し

や
す

い
特

性
を
有

し
て

い
る

。
加

え
て

、
湾

曲
部

の
流

速
差

に

よ
り

粘
性

土
が

た
ま

り
や

す
く

、
旧

河
道

上
に
築

堤
さ

れ
て

い
る

箇
所

が
多

い
こ

と
か

ら
、

浸

透
破
壊
が

発
生
し

や
す
い

区
間
が

多
い
見
ら

れ
る
。
 

ま
た

、
河

口
部

は
河
口

か
ら

城
光

寺
橋

区
間

（
0.

0k
～

2
.6
k
）

が
港

湾
区

域
に
指

定
さ

れ
て

お
り
、
堤

防
が
未

整
備
で

あ
る
た

め
、
洪
水

等
に
よ
る

浸
水
の
お

そ
れ
が

あ
る
。
 

沿
川

及
び

氾
濫

域
に
は

、
住

居
や

大
型

商
業

施
設

お
よ

び
下

流
域

は
新

産
業

都
市

に
指

定
さ

3
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5 
 れ

、
一
大

工
業

地
帯

と
し

て
発

展
し

て
お

り
、
氾

濫
流

が
到

達
す

る
前

に
安

全
な

場
所

に
避

難

す
る
必
要

が
あ
る

。
 

 北
陸

新
幹

線
、

JR
高
山

線
、

あ
い

の
風

と
や

ま
鉄

道
、

北
陸

自
動

車
道

、
一

般
国

道
８

号
、

1
5
6
号

及
び

特
定

重
要

港
湾

の
伏

木
富

山
港

（
伏

木
地

区
）

な
ど

が
整

備
さ

れ
交

通
の

要
衝

と

な
っ

て
お

り
、

ひ
と

た
び

氾
濫

が
発

生
す

れ
ば
、

交
通

機
関

に
甚

大
な

被
害

が
お

よ
ぶ

恐
れ

が

あ
る
。
 

 

（
２
）
過

去
の
被

害
状
況

と
河
川

改
修
の
状

況
 

①
過

去
の
被
害

 

 
昭

和
2
8
年

９
月
の

台
風

13
号

に
よ

る
洪

水
で

は
、
雨

量
は

山
間

部
で

20
0
mm

～
3
00
m
m
以

上
に

達
し

、
河

川
の

増
水

に
よ

り
左

右
岸

数
カ

所
で
堤

防
が

決
壊

、
全

壊
家

屋
１

戸
、

半
壊

家
屋

46

戸
、

流
失

家
屋

５
戸

、
一

部
破

壊
1
72
戸

、
床

上
・

床
下

家
屋

9
,0
0
0戸

以
上

な
ど

、
甚

大
な
被

害
を
も
た

ら
し
た

。
 

 平
成

10
年

９
月

の
台

風
７

号
に
よ

る
洪

水
で

、
渋

江
川

上
流

の
砂

子
谷

雨
量

観
測

所
で

は
３

時
間

で
1
41

mm
を

記
録
し

、
ま
た

、
小

撫
川

上
流

の
渕

ヶ
谷

雨
量

観
測

所
で

も
1
11
m
m
を

記
録
す

る
な

ど
、

短
時

間
に

記
録

的
な

豪
雨

を
記

録
し
た

。
下

流
部

の
長

江
地

点
で

は
観

測
史

上
最

大

流
量

1
,6
0
0
m3
/s

を
記

録
し

、
こ

の
洪

水
に

よ
り

、
半

壊
家

屋
１

戸
、

床
上

浸
水

5
2
戸

、
床

下

浸
水
6
74
戸
の
被

害
が
発

生
し
た

。
 

 

近
年

で
は

、
平

成
20
年

７
月

の
梅

雨
前

線
に

よ
る

集
中

豪
雨

に
よ

り
、

津
沢

上
流

域
で

１
時

間
に

7
0m

m
以

上
の

流
域

平
均

雨
量

を
記

録
し

、
津

沢
地

点
で

は
観

測
史

上
最

大
流

量

1
,
51
0
m3
/
s
を

記
録

し
た

。
こ

の
洪

水
に

よ
り

、
全

壊
家

屋
１

戸
、

半
壊

家
屋

２
戸

、
床

上
浸

水
92
戸
、

床
下
浸

水
27
3
戸
の
被

害
が
発

生
し
た

。
 

②
河

川
改
修
の

状
況
 

平
成

27
年

３
月

に
策
定
し

た
「

小
矢

部
川

水
系

河
川

整
備

計
画

（
大

臣
管
理

区
間

）
」

で
は

、

洪
水

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

又
は

軽
減
に

関
す

る
目

標
と

し
て

、
「

上
下

流
及

び
本

支

川
の

治
水

安
全

度
バ

ラ
ン

ス
を

確
保

し
つ

つ
、
段

階
的

か
つ

着
実

に
河

川
整

備
を

実
施

し
、

洪

水
に
よ
る

災
害
の

発
生
を

防
止
又

は
軽
減
を

図
る
こ
と

」
と
し
て

い
る
。
 

現
状

で
は

、
堤

防
の
整

備
や

支
川

合
流

点
処

理
な

ど
整

備
を

進
め

て
き

て
い

る
も

の
の

、
堤

防
高

や
幅

が
不

足
し

て
い

る
区

間
が

存
在

し
て
お

り
、

計
画

規
模

降
雨

に
伴

う
洪

水
に

対
し

安

全
に

流
下

で
き

る
状

態
に

は
な

っ
て

い
な

い
。
ま

た
、

す
べ

り
破

壊
、

浸
透

破
壊

に
対

す
る

安

全
性

が
確

保
さ

れ
な

い
箇

所
が

存
在

し
て

お
り
、

浸
透

等
に

よ
り

堤
防

が
決

壊
す

る
お

そ
れ

が

あ
る
。
 

 

6 
 

小
矢
部
川

で
の
主

な
課
題

は
、
以

下
の
と

お
り
で
あ

る
。
 

１
）

小
矢

部
川

は
庄

川
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
た

扇
状

地
の

西
側

扇
端

付
近

に
沿

っ
て

蛇
行

し

な
が

ら
流

下
し

て
お

り
、

湾
曲

部
の

流
速

差
に

よ
り

粘
性

土
が

た
ま

り
や

す
く

、
現

況
堤

防
が

旧
河

道
上

に
築

堤
さ

れ
て

い
る

箇
所

が
多

い
こ

と
か

ら
、

浸
透

等
に

よ
り

堤
防

が
決

壊
す
る
危

険
が
あ

る
。
 

２
）

小
矢

部
川

で
は

短
時

間
降

雨
に

伴
い

家
屋

等
の

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
実

績
が

あ
り

、

急
激
に
水

位
が
上

昇
す
る

。
 

３
）

湾
曲

部
な

ど
の

水
衝

部
に

お
け

る
侵

食
や

洗
掘

な
ど

、
越

水
以

外
に

も
水

害
リ

ス
ク

が

高
い
箇
所

が
存
在

す
る
。
 

４
）

洪
水

浸
水

想
定

区
域

内
に

は
、

小
矢

部
市

や
高

岡
市

の
人

口
が

集
中

す
る

市
街

地
や

大

型
商
業
施

設
及
び

工
業
地

帯
等
が
集

積
し
て
い

る
。
 

５
）
ま

た
、

上
記

の
社

会
特

性
に

加
え
、

国
道
８

号
、

15
6
号

な
ど

の
主

要
幹

線
道

路
、

緊
急

輸
送

道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時

間
で

浸
水

し
、

社
会

経
済

が
大

き
な

打
撃

を
受

け
る

お
そ

れ
が
あ
る

。
 

 ■
取
組
の

方
向
性
 

今
後

、
気

候
変

動
に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

こ
れ

ら
の

課
題
に

対
し

て
、

行
政

や
住

民
等

の
各

主
体

が
意

識

を
変

革
し

、
社

会
全

体
で

洪
水

氾
濫

に
備

え
る
必

要
が

あ
り

、
本

協
議

会
お

い
て

は
、

想
定

し

得
る

最
大

規
模

の
洪

水
に

対
し

「
川

や
市

街
地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か

つ
確

実
な

避
難

」
や

「
社

会
経

済
被

害
の

最
小
化

」
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

、
主

に
以

下
の

取

組
を
行
う

も
の
と

す
る
。
 

 

・
ハ

ー
ド

対
策

と
し

て
、

洪
水

を
河

川
内

で
安
全

に
流

す
た

め
の

浸
透

対
策

及
び

パ
イ

ピ
ン

グ

対
策

、
越

水
が

発
生

し
た

場
合

で
も

決
壊

ま
で

の
時

間
を

少
し

で
も

引
き

延
ば

す
｢
危

機
管

理
型

ハ
ー

ド
対

策
｣
と

し
て

堤
防

天
端

の
保

護
、

円
滑

な
避

難
活

動
や

水
防

活
動

等
に

資
す

る
C
CT
Vカ

メ
ラ
や

水
位
計

等
の
整

備
 
な

ど
 

 ・
ソ

フ
ト

対
策

と
し

て
、

想
定

最
大

規
模

の
浸
水

想
定

区
域

図
を

作
成

・
公

表
し

、
隣

接
市

町

村
へ
の

避
難

が
有
効

な
地

区
に

お
い

て
は
、
施

設
計

画
規
模

の
外
力

に
対

す
る

広
域
避

難
計

画
を
作

成
し

、
ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

反
映
、
各

関
係

機
関
が

参
画
し

た
「

庄
川

・
小
矢

部
川

タ
イ
ム

ラ
イ

ン
検
討

会
」

に
お

け
る

河
川
の
特

性
等

を
踏
ま

え
た
大

規
模

水
害

時
の
タ

イ
ム

ラ
イ
ン
の

策
定
 

な
ど
 

こ
の

よ
う

な
取

組
を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
「

水
防

災
意

識
社

会
」

の
再

構
築

を
目

指
す

も
の
と
す

る
。
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7 
 ４

．
現
状

の
取
組

状
況
 

 
小

矢
部

川
流

域
に

お
け

る
減
災

対
策

に
つ

い
て

、
各

構
成

員
で

現
状

を
確

認
し

課
題

を
抽

出
し
た
結

果
、
概

要
と
し

て
は
、

以
下
の

と
お
り
で

あ
る
。
（

別
紙
－
１

参
照
）
 

  

①
 
地
域
住
民

の
小
矢
部

川
特
有

の
洪
水

の
理
解

に
関
す

る
事
項
 

※
○

：
現
状

、
●
：

課
題
（

以
下
同

様
）
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

小
矢

部
川

特
有

の
洪

水

の
理
解
 

      

○
平

成
10
年

９
月

洪
水
及

び
平

成
20

年
７

月
洪

水
に

よ
り
観

測
史

上
最

大
流

量
を

記
録

し
て

い
る

が
、

国
管
理

区
間

に

お
い

て
氾

濫
流

に
よ

る
浸

水
被

害
は

ほ
と

ん
ど
無

く
、

ま

た
、
近
年

は
氾
濫

被
害
が

発
生
し
て

い
な
い
。

 

●
治

水
事

業
の

進
展

等
に

よ
る

被
害

発
生

頻
度

の
減

少
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

防
災

意
識

が
低

い
状

況

で
あ
る
。
 

A
 

●
過

去
に

洪
水

や
氾

濫
被

害
を

経
験

し
て

い
る

人
が

少
な
く
な

っ
て
い

る
。
 

B
 

  
 

 

8 
 

②
情
報
伝

達
、
避
難

計
画
等
に

関
す
る
事

項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

洪
水

時
に

お
け

る
河

川

管
理

者
か

ら
の

情
報

提

供
等

の
内

容
及

び
タ

イ

ミ
ン
グ
 

       

○
小

矢
部
川

（
国

管
理
区

間
）

に
お

い
て

、
河

川
整

備
基
本

方
針

に
基

づ
く

計
画

規
模

の
外

力
に

よ
る

浸
水
想

定
区

域

図
を
富
山

河
川
国

道
事
務

所
の
HP
等

で
公
表
し

て
い
る
。

 

○
小

矢
部
川

（
県

管
理
区

間
）

、
千

保
川

、
祖

父
川

、
岸
渡

川
、

子
撫

川
、

横
江

宮
川

、
渋

江
川

、
山

田
川
、

旅
川

に

お
い

て
計

画
規

模
の

外
力

に
よ

る
浸

水
想

定
区
域

図
を

H
P

等
で
公
表

し
て
い

る
。
 

○
避

難
勧
告

の
発

令
判
断

の
目

安
と

な
る

氾
濫

危
険

情
報
の

発
表

等
の

洪
水

予
報

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所
と

気
象

台

の
共
同
で

実
施
し

て
い
る

。
 

○
富

山
県
管

理
区

間
（
渋

江
川

、
子

撫
川

等
）

で
は

、
水
位

到
達
情
報

の
提
供

に
よ
り

水
位
周
知

を
実
施
し

て
い
る
。

 

○
災

害
発
生

の
お

そ
れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道
事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達
（

ホ
ッ

ト

ラ
イ
ン
）

を
実
施

し
て
い

る
。
 

●
浸

水
想

定
区

域
図

等
が

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
と

し
て
認
識

さ
れ
て

い
な
い

こ
と
が
懸

念
さ
れ
る

。
 

●
中

小
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の
周

知
促

進
が

求
め
ら
れ

る
。
 

C
 

●
水

位
予

測
の

精
度

の
問

題
や

長
時

間
先

の
予

測
情

報
不

足
か

ら
、

水
防

活
動

の
判

断
や

住
民

の
避

難

行
動
の
参

考
と
な

り
に
く

い
。
 

D
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②
情
報
伝

達
、
避
難

計
画
等
に

関
す
る
事

項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

避
難

勧
告

等
の

発
令

基

準
 

 

○
地

域
防
災

計
画

に
具
体

的
な

避
難

勧
告

の
発

令
基

準
や
対

象
地

域
を

明
記

し
て

い
る

。
（

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案
）
に

基
づ
く

見
直
し

済
）
 

○
小

矢
部
川

本
川

（
国
管

理
区

間
）

に
お

け
る

避
難

勧
告
等

の
発

令
に

着
目

し
た

防
災

行
動

計
画

（
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

）

を
作
成
し

て
い
る

。
 

●
避

難
勧

告
等

の
発

令
に

着
目

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
実

態
に

合
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

が
懸

念

さ
れ
る
。
 

●
警
戒
避

難
体
制

の
強
化
が

求
め
ら
れ

る
。
 

E
 

避
難
場
所

・
避
難

経
路
 

○
避

難
場
所

と
し

て
、
公

共
施

設
を

指
定

し
、

計
画

規
模
の

洪
水

に
対

す
る

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周
知

し
て

い

る
。
 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
者

数
の

増
加

や
避

難
場

所
、

避
難

経
路

が
浸

水
や

土
砂

災
害

が
発

生
す

る

場
合

に
は

、
住

民
の

避
難

が
適

切
に

行
え

な
い

こ

と
が
懸
念

さ
れ
る

。
 

F
 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
場

所
周

辺
の

浸
水

継
続

時
間

が
長

期
に

渡
る

場
合

に
は

、
住

民
等

が
長

期

に
わ
た
り

孤
立
す

る
こ
と

が
懸
念
さ

れ
る
。
 

G
 

●
避

難
に

関
す

る
情

報
は

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
が

、
住

民
等

に
十

分
に

認
知

さ

れ
て
い
な

い
お
そ

れ
が
あ

る
。
 

H
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②
情
報
伝

達
、
避
難

計
画
等
に

関
す
る
事

項
 

項
 
目
 

現
状
○
と

課
題
●
 

住
民

等
へ

の
情

報
伝

達

の
体
制
や

方
法
 

○
防

災
行

政
無

線
に

よ
る

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

及
び

避
難

勧
告

等

の
放

送
、

災
害

情
報

や
緊

急
速

報
の

メ
ー

ル
配

信
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

緊
急

告
知

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
、

広
報

車
に

よ
る

周
知

、
報

道
機
関
へ

の
情
報

提
供
等

を
実
施

し
て
い
る

。
 

○
河

川
管
理

者
、

ダ
ム
管

理
者

等
か

ら
WE
B
等
を

通
じ
た

河
川

水
位

、
ダ

ム
放

流
、

ラ
イ

ブ
映

像
情

報
な

ど
を

住
民

等
に

情
報
提
供

し
て
い

る
。
 

○
平

成
2
8
年

８
月

に
富

山
県

総
合

防
災

シ
ス

テ
ム

を
更

新

し
、

Ｌ
ア

ラ
ー

ト
等

を
活

用
し

て
報

道
機

関
と

連
携

し
た

住
民

等
へ

の
情

報
提

供
（

災
害

対
策

本
部

設
置

、
避

難
勧

告
、
被
害

情
報
等

）
を
開

始
し
た

。
 

 ●
大

雨
・

暴
風

に
よ

り
防

災
行

政
無

線
が

聞
き

取
り

に

く
い

状
況

や
浸

水
に

よ
る

停
電

に
よ

り
情

報
発

信
で

き
な
い
お

そ
れ
が

あ
る
。
 

I
 

●
W
E
B
等

に
よ

り
各

種
情

報
を

提
供

し
て

い
る

が
、

住

民
自

ら
が

情
報

を
入

手
す

る
ま

で
に

至
っ

て
い

な
い

懸
念
が
あ

る
。
 

J
 

●
災

害
時

に
国

・
県

・
市

に
お

い
て

W
EB

や
メ

ー
ル

配

信
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

が
、

一
部

の
利

用
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
た

め
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い
、
利

用
者
の

拡
大
が

求
め
ら

れ
て
い

る
。
 

ま
た

、
大

規
模

工
場

等
が

被
害

を
受

け
た

場
合

、
社

会
的
影
響

が
大
き

い
懸
念

が
あ
る

。
 

K
 

●
住

民
の

避
難

行
動

の
判

断
に

必
要

な
氾

濫
原

を
共

有

す
る

他
水

系
の

防
災

情
報

や
切

迫
が

伝
わ

る
ラ

イ
ブ

映
像
等
が

提
供
で

き
て
い

な
い
懸

念
が
あ

る
。
 

L
 

●
水

害
・

土
砂

災
害

関
連

の
記

者
発

表
内

容
や

情
報

提

供
サ

イ
ト

等
に

つ
い

て
、

内
容

や
用

語
の

分
か

り
や

す
さ
に
懸

念
が
あ

る
。

 

L
1 

●
住

民
の

避
難

行
動

（
水

害
・

土
砂

災
害

）
の

た
め

の

ト
リ

ガ
ー

と
な

る
情

報
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
懸

念
が
あ
る

。
 

L
2 

6
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避
難
誘
導

体
制
 

○
避

難
誘

導
は

、
警

察
、

消
防

機
関

、
自

主
防

災
組

織
、

水

防
団
員
（

消
防
団

員
）
と

協
力
し

て
実
施
し

て
い
る
。

 

●
災

害
時

の
具

体
的

な
避

難
支

援
や

避
難

誘
導

体
制

が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
特

に
要

配
慮

者
等

の
迅

速
な
避
難

が
確
保

で
き
な

い
お
そ

れ
が
あ

る
。
 

M
 

 

③
水
防
に

関
す
る
事

項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

河
川

水
位

等
に

係
る

情

報
提
供
 

     

○
国

土
交
通

省
、

富
山
県

が
基

準
観

測
所

の
水

位
に

よ
り
水

防
警

報
を

発
表

し
て

い
る

。
水

防
団

員
へ

Ｆ
Ａ

Ｘ
等

に
よ

り
情

報
提
供
し

て
い
る
。

 

○
災

害
発
生

の
お

そ
れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道
事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
）
を
し

て
い
る
。

 

●
小

矢
部

川
で

は
、

現
況

堤
防

が
旧

河
道

上
に

築
堤

さ
れ

て
い

る
箇

所
が

多
い

こ
と

か
ら

、
適

切
に

水

防
活

動
を

実
施

す
べ

き
箇

所
を

特
定

し
、

共
有

す

る
こ
と
が

必
要
で

あ
る
。
 

N
 

●
水

防
活

動
に

時
間

を
要

す
る

現
地

の
特

性
等

も
踏

ま
え

た
、

迅
速

か
つ

適
切

な
水

防
活

動
に

懸
念

が

あ
る
。
 

O
 

河
川
の
巡

視
区
間
 

       

○
出

水
期
前

に
、

自
治
体

、
水

防
団

等
と

重
要

水
防

箇
所
の

合
同

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
出

水
時

に
は

、
水

防
団

等
と

河
川

管
理

者
が

そ
れ

ぞ
れ

河
川

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。
 

○
地

域
防
災

計
画

に
よ
り

、
浸

水
被

害
が

予
想

さ
れ

る
箇
所

を
巡

回
し
、
現

状
把
握
に

努
め
て

い
る
。
 

●
河

川
巡

視
等

で
得

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

水
防

団
等

と
河

川
管

理
者

で
共

有
が

不
十

分
で

あ
り

、

適
切
な
水

防
活
動

に
懸
念

が
あ
る
。

 

P
 

●
水

防
団

員
が

減
少

・
高

齢
化

等
し

て
い

る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
の

受
け

持
ち

区
間

全
て

を
回

り
き

れ
な

い

こ
と
や
、

定
時
巡

回
が
で

き
な
い
状

況
に
あ
る

。
 

Q
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●
水

防
活

動
を

担
う

水
防

団
員

（
消

防
団

員
）

は
、

水
防

活
動

に
関

す
る

専
門

的
な

知
見

等
を

習
得

す

る
機

会
が

少
な

く
、

的
確

な
水

防
活

動
が

で
き

な

い
こ
と
が

懸
念
さ

れ
る
。
 

R
 

水
防

資
機

材
の

整
備

状

況
 

  

○
各

機
関

の
水

防
倉

庫
等

に
水

防
資

機
材

を
備

蓄
し

て
い

る
。

 

●
水

防
資

機
材

の
不

足
、

劣
化

状
況

の
確

認
、

各
機

関
の

備
蓄

情
報

の
共

有
等

が
不

十
分

で
あ

り
、

適

切
な
水
防

活
動
に

懸
念
が

あ
る
。
 

●
水

防
団

員
の

高
齢

化
や

人
数

の
減

少
に

よ
り

従
来

の
水

防
工

法
で

は
迅

速
に

実
施

で
き

る
か

懸
念

が

あ
る
。
 

S
 

●
鬼

怒
川

で
の

堤
防

決
壊

箇
所

の
復

旧
内

容
を

踏
ま

え
、

小
矢

部
川

で
の

堤
防

決
壊

時
の

資
機

材
に

つ

い
て

、
配

備
箇

所
の

見
直

し
を

含
め

た
再

確
認

が

必
要
で
あ

る
。
 

T
 

 

④
氾
濫
水

の
排
水

、
施
設

運
用
等

に
関
す

る
事
項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

排
水

施
設

、
排

水
資

機

材
の
操
作

・
運
用
 

    

○
排

水
ポ
ン

プ
車

や
照
明

車
等

の
災

害
対

策
車

両
・

機
器
に

お
い

て
平

常
時

か
ら

定
期

的
な

保
守

点
検

を
行
う

と
と

も

に
、

機
械

を
扱

う
職

員
等

へ
の

訓
練

・
教

育
も
実

施
し

、

災
害
発
生

に
よ
る

出
動
体

制
を
確
保

し
て
い
る

。
 

○
樋

門
・

陸
閘

の
操

作
点

検
を

出
水

期
前

に
実

施
し

て
い

る
。

 

○
雨

水
ポ
ン

プ
場

等
に
よ

る
排

水
活

動
及

び
ポ

ン
プ

委
託
に

よ
る
内
水

排
除
対

策
を
実

施
し
て
い

る
。
 

●
排

水
す

べ
き

水
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

く
、

現
状

の
施

設
配

置
計

画
で

は
、

今
後

想
定

さ
れ

る
大

規

模
浸

水
に

対
す

る
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

に

向
け
た
対

応
を
行

え
な
い

懸
念
が
あ

る
。
 

U
 

●
現

状
に

お
い

て
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

の
た

め
に

有
効

な
排

水
計

画
が

な
い

た
め

、
既

存
の

排

水
施

設
、

排
水

系
統

も
考

慮
し

つ
つ

排
水

計
画

を

検
討
す
る

必
要
が

あ
る
。
 

V
 

7
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④
氾
濫
水

の
排
水

、
施
設

運
用
等

に
関
す

る
事
項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

既
存

ダ
ム

に
お

け
る

洪

水
調
節
の

現
状
 

○
洪

水
調
節

機
能

を
有
す

る
城

端
ダ

ム
、

子
撫

川
ダ

ム
等
で

洪
水

を
貯

留
す

る
こ

と
に

よ
り

、
下

流
域

の
被
害

を
軽

減

さ
せ
て
い

る
。
 

 

⑤
河
川
管

理
施
設

の
整
備

に
関
す

る
事
項
 

項
 
目

 
現
状

○
と
課
題

●
 

堤
防

等
河

川
管

理
施

設

の
現

状
の

整
備

状
況

及

び
今
後
の

整
備
内

容
 

○
堤

防
の
漏

水
な

ど
越
水

以
外

に
も

洪
水

に
対

す
る

リ
ス
ク

が
高

い
箇
所
に

つ
い
て
、

整
備
を

推
進
し

て
い
る

。
 

●
堤

防
の

漏
水

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

や
土

砂
・

洪
水

氾
濫

に
対

す
る

リ
ス

ク
が

高
い

箇
所

が
存

在

し
て
い
る

。
 

W
 

●
今

後
、

気
候

変
動

に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る

な
か
で
、

被
害
の

軽
減
を

図
る
必
要

が
あ
る
。

 

X
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 ５
．
減
災

の
た
め

の
目
標
 

 

小
矢

部
川

特
有

の
洪

水
の

理
解

や
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

、
水

防
活

動
等

の
対

策
を

実
施

す

る
こ

と
で

、
各

構
成

員
が

連
携

し
て

平
成

3
2

年
度

ま
で

に
達

成
す

べ
き

減
災

目
標

は
以

下
の

と
お

り

と
し

た
。

  

 
【５

年
間

で
達

成
す

べ
き

目
標

】
 

庄
川

扇
状

地
扇

端
付

近
に

沿
っ

て
流

下
し

、
沿

川
に

高
岡

・
小

矢
部

市
街

地
が

形
成

さ
れ

大
型

商
業

施
設

お
よ

び
工

業
地

帯
等

が
立

地
し

て
い

る
地

形
・
社

会
特

性
を

踏
ま

え
、

小
矢

部
川

の
大

規
模

水
害

に
対

し
、

『
川

や
市

街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か
つ

確
実

な
避

難
』
『社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
』
を

目
標

と
す

る
。
 

 
※

 
大

規
模

水
害

・・
・・

・想
定

し
得

る
最

大
規

模
降

雨
に

伴
う

洪
水

氾
濫

に
よ

る
被

害
。
 

 
※

 
川

を
流

れ
る

洪
水

・・
・・

・水
位

が
急

激
に

上
昇

す
る

。
越

水
以

外
に

も
浸

透
等

に
よ

る
決

壊
の

お
そ

れ
が

あ
る

。
 

 
※

 
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

・
・・

・・
一

旦
堤

防
が

決
壊

す
る

と
勢

い
の

あ
る

水
が

短
時

間
で

市
街

地
に

広
が

る
。
 

 
※

 
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

・・
・
・・

歩
行

で
き

な
い

状
況

と
な

る
前

に
安

全
な

場
所

へ
の

避
難

。
 

 
※

 
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
・
・・

・・
大

規
模

水
害

に
よ

る
社

会
経

済
被

害
を

軽
減

し
、

早
期

に
経

済
活

動
を

再
開

で
き

る
状

態
。
 

 上
記

目
標

の
達
成

に
向
け

、
小

矢
部

川
な

ど
に

お
い

て
、

河
川

管
理

者
が

実
施

す
る

堤
防

整
備

等
の

洪
水

を
安

全
に

流
す

対
策

に
加

え
、

以
下

の
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
 

 

①
 小

矢
部

川
特

有
の

洪
水

現
象

に
つ

い
て

理
解

を
頂

く
た

め
の

周
知

・
理

解
促

進
の

取
り

組

み
 

②
 小

矢
部

川
の

特
性

を
踏

ま
え

た
大

規
模

水
害

に
お

け
る

避
難

行
動

の
た

め
の

取
り

組
み

 

③
 洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

軽
減

や
避

難
時

間
確

保
の

た
め

の
水

防
活

動
等

の
取

り
組

み
 

 【
「
水
防

災
意
識

社
会
」

の
再
構

築
に
向
け

た
緊
急
行

動
計
画
に

よ
る
取

組
の
追

加
】
 

平
成

3
1
年

1
月

に
改
定

さ
れ
た

緊
急
行

動
計
画

に
基
づ

き
、
上

記
「
5
年
間

で
達
成
す

べ
き
 

目
標
」
に

含
ま
れ

て
い
な

い
目
標

に
つ
い
て

追
加
し
て

取
り
組
む

も
の
と

す
る
。
 

 
追
加
改

訂
 
令

和
2
年

5
月
 

日
 

 
 
 
 

 
令
和

2
年
度

 
常
願

寺
川
、
神

通
川
、
庄

川
及
び
小

矢
部
川

等
 

大
規

模
氾
濫
に

関
す
る
減

災
対
策

協
議
会
 

8

42/45
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 ６
.概

ね
５
年
で

実
施
す

る
取
組
 

 
氾
濫
が

発
生
す

る
こ
と

を
前
提

と
し
て
、

社
会
全
体

で
、
常
に

こ
れ
に

備
え
る

「
水
防

災
 

意
識

社
会

」
を

再
構
築

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
各

構
成

員
が

取
り

組
む

主
な

内
容

は
次

の
と

お
り
で
あ

る
。
（

別
紙
－

２
参
照

）
 

１
）
ハ
ー

ド
対
策

の
主
な

取
組
 

 
各

参
加

機
関

が
実

施
す

る
ハ

ー
ド

対
策

の
う
ち

、
主

な
取

組
項

目
・

目
標

時
期

・
取

組
機

関

は
、
以
下

の
と
お

り
で
あ

る
。

 

 

主
な

取
組
項

目
 

課
題

の
 

対
応

 
目

標
時

期
 

取
組

機
関

 

■
洪

水
を

河
川

内
で

安
全

に
流

す
対

策
（

緊
4
1
）

 

 
＜

小
矢

部
川

＞
 

①
侵

食
・

洗
堀

対
策

 

②
浸

透
対

策
、

パ
イ

ピ
ン
グ

対
策

 

Ｗ
 

 引
き

続
き

実
施

 

北
陸

地
整

 

 
③

堤
防

整
備

 
Ｗ

 
引

き
続

き
実

施
 

富
山

県
 

 
④

本
川

と
支

川
の

合
流

部
等

の
対

策
（

緊
4
2
）
 

Ｗ
 

引
き

続
き
実

施
 

富
山

県
 

 
⑤

多
数

の
家

屋
や

重
要

施
設

等
の

保
全

対
策

（
緊

4
3
）
 

Ｗ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
 

 
⑥

流
木

や
土

砂
の

影
響

へ
の

対
策

（
緊

44
）

 
Ｗ

 
順

次
実

施
 

富
山

県
 

 
⑦

土
砂

・
洪

水
氾

濫
へ

の
対

策
（

緊
4
5）

 
Ｗ

 
順

次
実

施
 

富
山

県
 

■
危

機
管

理
型

ハ
ー

ド
対

策
 

 
＜

小
矢

部
川

＞
 

⑧
堤

防
天

端
の

保
護

（
緊

26
）

 

⑨
堤

防
裏

法
尻

の
補

強
（
緊

2
6
）

 

Ｘ
 

引
き

続
き

実
施

 
北

陸
地

整
 

■
避

難
行

動
、

水
防

活
動

、
排

水
活

動
に

資
す

る
基

盤
等

の
整

備
 

 
⑩

新
技

術
を

活
用

し
た

水
防

資
機

材
の

検
討

及
び

配
備

 
Ｏ

，
Ｒ

Ｔ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら

検
討

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑪

円
滑

な
避

難
活

動
や

水
防

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

 

C
C
T
V
カ

メ
ラ

、
簡

易
型

河
川

監
視

用
カ
メ

ラ
、
簡

易
水

位
計

、
危

機
管

理
型

水
位
計

や
量

水
標

等
の

設
置

 

Ｌ
，

Ｎ
 

平
成

2
8
年

度
か

ら

順
次

整
備

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

 
⑫

洪
水

予
測

や
水

位
情

報
の

提
供

強
化

（
ダ

ム
放

流
警

報
設

備
等

の
耐

水
化

や
改

良
等

、
水

文
観

測
所

の
停

電

対
策

）
（

緊
2
5
）
 

Ｉ
 

引
き

続
き
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

 
⑬

応
急

的
な

退
避

場
所

の
確

保
(
緊

2
8
) 

Ｆ
 

令
和

２
年
度

か
ら

検
討

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑭

市
町

村
庁

舎
や

災
害

拠
点

病
院

等
の

機
能

確
保

の
た

め
の

対
策

の
充

実
(
耐

水
化

、
非

常
用

発
電

等
の

整

備
)
(
緊

3
5
、

緊
4
0)
 

Ｍ
 

順
次

検
討

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

高
岡

市
、

 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑮

重
要

イ
ン

フ
ラ

の
機

能
確

保
（

緊
4
7）

 
Ｆ

 
引

き
続

き
実

施
 

富
山
県
 

 
⑯

樋
門

等
の

施
設

の
確

実
な

運
用

体
制

の
確

保
(緊

4
8
)
 

Ｘ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
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 ２
）
ソ
フ

ト
対
策

の
主
な

取
組
 

 
各

参
加

機
関

が
実

施
す

る
ソ

フ
ト

対
策

の
う
ち

、
主

な
取

組
項

目
・

目
標

時
期

・
取

組
機

関

に
つ
い
て

は
、
以

下
の
と

お
り
で

あ
る
。

 

 ①
 急

流
河

川
特
有

の
洪
水
を

理
解
す

る
た
め

の
周
知

・
理
解

促
進
の

取
組

 

急
流

河
川

特
有

の
洪

水
特

性
や
氾

濫
流

等
に

よ
り

避
難

行
動

の
遅

れ
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

住
民

の
洪

水
に

対
す

る
周

知
・

理
解

促
進
に

資
す

る
た

め
の

取
組

と
し

て
、

以
下

の
と

お

り
実
施
す

る
。

 

  

主
な

取
組
項

目
 

課
題

の
 

対
応
 

目
標

時
期
 

取
組

機
関

 

■
平

時
か

ら
住

民
等

へ
の

周
知

・
教

育
・

訓
練

に
関

す
る

取
組

 

 
①

小
中

学
校

等
に

お
け

る
水

災
害
及

び
土

砂
災

害
教

育

を
実

施
（

緊
2
0
）

及
び

地
域

防
災

力
向

上
の

た
め

の
人

材
育

成
（

緊
2
4
）

 

Ａ
，

Ｂ

Ｃ
 

引
き

続
き

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
②

出
前

講
座

等
を

活
用

し
、

水
防

災
等

に
関

す
る

説
明

会
を

開
催

 
Ａ

，
Ｂ

Ｃ
 

引
き

続
き

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
③

効
果

的
な

「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
に

役
立

つ
広

報
や

資
料

を
作

成
・
配

布
 

Ａ
，

Ｂ

Ｊ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
④

自
治

会
や

地
域

住
民

が
参

加
し

た
洪

水
に

対
す

る
リ

ス
ク

の
高

い
箇

所
の

共
同
点

検
の

実
施
 

Ｃ
 

平
成

2
7
年

度
か

ら

順
次

、
毎

年
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑤

災
害

リ
ス

ク
の
現

地
表
示

（
緊

1
9
）
 

Ｅ
，

Ｆ

Ｇ
，

Ｈ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

高
岡

市
、

 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑥

住
民

の
防

災
意

識
を

高
め

、
地

域
の

防
災

力
の

向
上

を
図

る
た

め
の

自
主

防
災

組
織

の
充

実
及

び
地

域
包

括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
ケ

ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
と

の
連

携
（

緊

2
2
）

 

Ｍ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑦

避
難

訓
練

へ
の
地

域
住
民

の
参

加
促
進

（
緊

21
）

 

Ｍ
 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑧

住
民

一
人

一
人

の
避

難
計

画
・

情
報

マ
ッ

プ
の

作
成

促
進

（
緊

23
）

 
Ｍ

 

順
次

実
施

 
北

陸
地

整
、

富
山

県
、

気
象

台
、

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

9
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 ②
 迅

速
か

つ
確
実
な

避
難
行

動
の
た

め
の
取

組
 

住
民

自
ら

に
よ

る
情
報

の
収

集
、

住
民

の
避

難
行

動
に

資
す

る
た

め
の

情
報

発
信

等
の

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
住

民
の

適
切

な
避

難
行
動

に
資

す
る

た
め

の
取

組
と

し
て

、
以

下
の

と

お
り
実
施

す
る
。

 

主
な

取
組

項
目

 
課

題
の

 

対
応
 

目
標

時
期
 

取
組

機
関

 

■
情

報
伝

達
、

避
難

計
画

等
に

関
す

る
取

組
 

  

①
リ

ア
ル

タ
イ

ム
の

情
報

提
供

や
プ

ッ
シ

ュ
型

情
報

の
発

信
な

ど
防

災
情

報
の

充
実

、
出

水
期

前
に

ホ
ッ

ト
ラ

イ
ン

等
の

連
絡
体

制
を
確

認
（
緊

2
）

 

危
険

レ
ベ

ル
の

統
一

化
等

に
よ

る
災

害
情

報
の

充
実

と
整

理
(
緊

7
) 

Ｉ
,
Ｊ

 

Ｋ
，

Ｌ
 

L
2
 

順
次

整
備
 

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
②

各
関

係
機

関
が

参
画

し
た

「
庄

川
・

小
矢

部
川

タ
イ

ム

ラ
イ

ン
検

討
会

」
に

お
け

る
急

流
河

川
の

特
性

を
踏

ま
え

た
大

規
模

水
害

時
の

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

（
事

前
防

災
計

画
）

の
策

定
と
検

証
及
び

改
善
 

Ｅ
 

順
次

実
施
 

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
③

想
定

最
大
規

模
も

含
め

た
決

壊
地

点
別

浸
水

想
定

区
域

図
、

家
屋
倒

壊
等
氾

濫
想
定

区
域

（
緊

12
）

等
の

公
表
 

（
浸

水
ナ
ビ

等
に
よ

る
公
表

）
 

適
切

な
土
地

利
用
の

促
進
（

緊
5
2
）

 

Ｆ
，

Ｇ
 

Ｈ
 

平
成

2
9
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

（
緊

1
5）

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
④

立
ち

退
き

避
難
が

必
要
な

区
域

及
び
避

難
方
法

の
検
討

 
Ｆ

，
Ｇ

 

Ｈ
，

Ｍ
 

平
成

2
9
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑤

参
加

市
町

村
に

よ
る

広
域

避
難

計
画

の
策

定
及

び
支

援

（
緊

1
3
）
 

Ｆ
，

Ｇ
 

平
成

2
9
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑥

広
域

的
な

避
難

計
画

等
を

反
映

し
た

新
た

な
洪

水
ハ

ザ

ー
ド

マ
ッ
プ

の
策
定

・
周
知

・
活

用
（
緊

1
8
）
 

Ｅ
，

Ｆ
 

Ｇ
，

Ｈ
 

平
成

2
9
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑦

水
位

予
測

の
検
討

及
び
精

度
の

向
上
 

Ｄ
 

平
成

2
8
年
度

か
ら

検
討

 

北
陸

地
整

 

 
⑧

気
象

情
報

発
信

時
の

「
危

険
度

の
色

分
け

」
や

「
警

報

級
の

現
象
」

等
の
改

善
 

Ｌ
 

平
成

2
9
年
度

か
ら

実
施

 

気
象

台
 

 
⑨

水
位

周
知

河
川

以
外

の
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の

周
知

促
進

(緊
5
) 

Ｃ
 

令
和

２
年
度

か
ら

検
討

 

富
山

県
 

 
⑩

住
民

自
ら

の
行

動
に

結
び

つ
く

水
害

・
土

砂
災

害
ハ

ザ

ー
ド

・
リ
ス

ク
情
報

の
共
有

(
緊

6
)
 

L
1
 

令
和

２
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

 

 
⑪

洪
水

予
測

や
河
川

水
位
の

状
況

に
関
す

る
解
説

(
緊

8
)
 

  

L
、

L
1 

順
次

実
施
 

北
陸

地
整
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 ※
 

小
矢

部
川

流
域

の
減
災

に
係
る

取
組
方

針
「

広
域
避

難
計

画
」

、
「
広

域
的

な
避
難

計
画

」
と

は
、
立

ち
退

き
避
難

を
行
う

際
、

地
域
、

地
形
、

被
害

な
ど
の

状
況
に

よ
っ

て
は

、
隣
接

市
町

村
へ
の

避
難

が
有

効
な
地

区
の

避
難
計

画
を

い
う

。
 

※
 

浸
水

ナ
ビ

と
は

、
自
宅

な
ど
の

調
べ
た

い
地

点
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ

サ
イ

ト
上
で

指
定

す
る
こ

と
に

よ
り

、
ど
の

河
川

が
氾
濫

し
た
場

合
に

浸
水
す

る
か
、

河
川

の
決
壊

後
ど
れ

く
ら

い
の

時
間
で

氾
濫

水
が
到

達
す

る
か

、
浸
水

し
た

状
態
が

ど
れ

く
ら

い
の
時
間

継
続

す
る
か

等
を
ア

ニ
メ

ー
シ
ョ

ン
や
グ

ラ
フ

で
表

示
す
る

シ
ス

テ
ム
を

い
う

。
 

※
 

警
報

級
の

現
象

と
は
、

ひ
と
た

び
起
こ

れ
ば

社
会
的

に
大

き
な

影
響
を

与
え

る
現
象

を
い

う
。

 

 ③
 洪

水
氾

濫
に
よ
る

被
害
の

軽
減
及

び
避
難

時
間
の

確
保
の

た
め
の

水
防
活

動
等
の

取
組

 

水
防

団
等

と
の

情
報
共

有
の

不
足

や
、

要
配

慮
者

利
用

施
設

等
の

自
衛

水
防

へ
の

支
援

不
足

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
水

防
活

動
に

対
す

る
情
報

共
有

や
支

援
に

資
す

る
た

め
の

取
組

と
し

て
、

以
下
の
と

お
り
実

施
す
る

。
 

 
⑫

防
災

施
設

の
機
能

に
関
す

る
情

報
提
供

の
充
実

(
緊

9
)
 

L
1
 

令
和

元
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

 

 
⑬

ダ
ム

放
流

情
報
を

活
用
し

た
避

難
体
系

の
確
立

(
緊

1
0
) 

L
2
 

令
和

元
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

富
山

県
、

気
象

台
 

 
⑭

浸
水

実
績

等
の
周

知
（
緊

1
7
）

 

Ｃ
 

令
和

２
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

富
山

県
、

富
山

市
、

高
岡

市
、

 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑮

市
町

村
庁

舎
や
災

害
拠
点

病
院

等
の
施

設
関
係

者
へ
の

情
報

伝
達
の

充
実
（

緊
3
4）

 
Ｍ

 

引
き

続
き
順

次
実

施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
富

山
市

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

主
な

取
組

項
目

 
課

題
の

 

対
応
 

目
標

時
期
 

取
組

機
関

 

■
水

防
活

動
の

効
率

化
及

び
水

防
体

制
の

強
化

に
関

す
る

取
組

 

 
①

水
防

団
等

へ
の
連

絡
体

制
の

確
認

と
首

長
も

参
加

し
た

実
践

的
な
情

報
伝
達

訓
練

の
実

施
 

Ｐ
 

引
き

続
き
 

毎
年

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
②

自
治

体
関

係
機
関

や
水

防
団

が
参

加
し

た
洪

水
に

対
す

る
リ

ス
ク
の

高
い
箇

所
の

合
同

巡
視

の
実

施
（
緊

3
0
）
 

Ｎ
，

Ｏ
 

Ｐ
 

引
き

続
き
 

毎
年

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
③

毎
年

、
関

係
機
関

が
連

携
し

た
水

防
実

働
訓

練
等

を
実

施
（

緊
3
2）

 
Ｒ

，
Ｓ

 

引
き

続
き
 

毎
年

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
④

水
防

活
動

の
担
い

手
と

な
る

水
防

団
員

・
水
防

協
力

団

体
の

募
集
・

指
定
を

促
進

（
緊

3
1
）
 

Ｑ
，

Ｓ
 
引

き
続

き
 

実
施

 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

 
⑤

国
・

県
・

自
治
体

職
員

等
を

対
象

に
、

水
防

技
術

講
習

会
を

実
施
 

Ｒ
 

引
き

続
き
 

実
施

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑥

大
規

模
災

害
時
の

復
旧

活
動

の
拠

点
等

配
置

計
画

の
検

討
を

実
施
 

Ｔ
 

平
成

2
9
年
度

 

か
ら

検
討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県
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⑦

大
規

模
水

害
を
想

定
し

た
小

矢
部

川
排

水
計

画
 

（
案

）
の
検

討
を
実

施
（
緊

3
7
）

 
Ｖ

，
Ｕ

 

平
成

2
8
年
度

か
ら

検
討

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑧

排
水

ポ
ン

プ
車
の

出
動

要
請

の
連

絡
体

制
等

を
整

備
 

Ｕ
 

引
き

続
き
 

毎
年

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑨

関
係

機
関

が
連
携

し
た

排
水

実
働

訓
練

の
実

施
 

Ｘ
 

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
 

 
⑩

ダ
ム

等
の

洪
水
調

節
機

能
の

向
上

・
確

保
（

緊
4
6
）

 
Ｗ

 
令

和
２

年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

利
水

ダ
ム

管
理

者
 

 
⑪

河
川

管
理

の
高
度

化
（

緊
4
9
）

 
Ｎ

，
Ｐ

 

Ｏ
 

令
和

２
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

 

■
要

配
慮

者
利

用
施

設
や

大
規

模
工

場
等

の
自

衛
水

防
の

推
進

に
関

す
る

取
組

 

 
⑫

要
配

慮
者

利
用
施

設
に

よ
る

避
難

確
保

計
画

の
作

成
に

向
け

た
支
援

及
び
避

難
訓
練

を
実

施
（
緊

1
4
）
 

Ｍ
 

平
成

2
9
年
度

か
ら

順
次

実
施
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
気

象
台

、
 

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

 

小
矢

部
市

、
南

砺
市

 

⑬
大

規
模
工

場
等
へ

の
浸

水
リ

ス
ク

の
説

明
と

水
害

対
策

等
の

啓
発
活

動
 

Ｋ
 

平
成

2
9
年
度

か
ら

実
施

 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

砺
波

市
 

 
⑭

早
期

復
興

を
支
援

す
る

事
前

の
準

備
（

民
間

企
業

Ｂ
Ｃ

Ｐ
策

定
支
援

）
（
緊

3
6
）
 

Ｋ
 

順
次

検
討
 

北
陸

地
整

、
富

山
県

、
高

岡
市

、
 

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
 

南
砺

市
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 ７
．
フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ
 

  
各

機
関

の
取

組
内

容
に

つ
い

て
は

、
必

要
に
応

じ
て

、
防

災
業

務
計

画
や

地
域

防
災

計
画

、

河
川

整
備

計
画

等
に

反
映

す
る

こ
と

な
ど

に
よ
っ

て
責

任
を

明
確

に
し

、
組

織
的

、
計

画
的

、

継
続
的
に

取
り
組

む
こ
と

が
重
要

で
あ
る
。

 

  
原

則
、

本
協

議
会

を
毎

年
出

水
期

前
に

開
催
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
必

要
に

応

じ
て

取
組

方
針

を
見

直
す

こ
と

と
す

る
。

ま
た
、

実
施

し
た

取
組

に
つ

い
て

も
訓

練
等

を
通

じ

て
習
熟
、

改
善
を

図
る
な

ど
、
継

続
的
な
フ

ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
行

う
こ
と

と
す
る

。
 

  
小

矢
部

川
で

は
、

想
定

最
大

規
模

降
雨

を
対
象

と
し

た
新

た
な

浸
水

想
定

区
域

図
を

検
討

中

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

新
た

な
浸

水
想

定
区

域
図
に

基
づ

く
具

体
的

な
ソ

フ
ト

対
策

の
取

り
組

み

の
内

容
及

び
目

標
時

期
な

ど
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ
に

つ
い

て
は

、
本

協
議

会
幹

事
会

を
通

じ
、

沿

川
自
治
体

と
の
間

で
取
り

組
み
の

具
体
化
を

図
る
こ
と

と
す
る
。

 

ま
た

、
今

後
、

全
国

で
作

成
さ
れ

る
他

の
取

組
方

針
の

内
容

や
技

術
開

発
の

動
向

等
を

収
集

し
た
上
で

、
随
時

、
取
組

方
針
を

見
直
す
こ

と
と
す
る

。
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